
日
本
の
国
土
に
占
め
る
森
林
面
積
は
約

７
割
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
に
次
ぐ
世
界
２
位

だ
。
食
糧
自
給
率
が
４０
％
を
切
っ
て
問
題

に
な
っ
た
が
「
木
材
自
給
率
は
約
２
割
」

と
林
野
庁
。
安
価
な
外
材
輸
入
に
頼
っ
て

林
業
人
口
が
減
少
、
高
齢
化
が
拍
車
を
か

け
、
森
林
の
荒
廃
が
進
ん
だ
。

世
界
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
環
境
の
両
立
政

策
へ
進
ん
で
い
る
。
太
陽
光
発
電
や
省
エ

ネ
な
ど
世
界
最
先
端
の
環
境
関
連
技
術
を

誇
る
日
本
は
、
日
本
版
グ
リ
ー
ン
・
ニ
ュ

ー
デ
ィ
ー
ル
で
、
市
場
規
模
を
０６
年
の
７０

兆
円
か
ら
１
０
０
兆
円
に
、
雇
用
１４０
万
人

か
ら
２２０
万
人
に
、
と
拡
大
を
図
る
。

そ
ん
な
中
、
自
公
両
党
は
、
森
林
を
再

生
さ
せ
る
こ
と
で
雇
用
を
創
出
し
、
国
産

材
を
使
っ
た
住
宅
建
設
な
ど
を
促
す
法
案

を
提
出
す
る
方
針
。
森
林
再
生
事
業
を
新

た
な
雇
用
の
場
と
す
る
狙
い
だ
。
廃
木
材

を
主
原
料
と
す
る
バ
イ
オ
エ
タ
ノ
ー
ル
の

製
造
な
ど
、
木
材
の
再
利
用
技
術
開
発
も

支
援
、
山
村
地
域
活
性
化
の
目
玉
と
す

る
。政

府
も
１
月
「
地
球
温
暖
化
問
題
に
関

す
る
懇
談
会
」
の
「
環
境
モ
デ
ル
都
市
・

低
炭
素
社
会
づ
く
り
分
科
会
」
（
座
長
・

村
上
周
三
慶
應
義
塾
大
学
教
授
）
の
助
言

で
、
環
境
モ
デ
ル
都
市
を
追
加
選
定
。
低

炭
素
社
会
へ
の
取
り
組
み
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

す
る
１３
都
市
を
、
関
係
省
庁
が
連
携
し
て

支
援
す
る
。

懇
談
会
メ
ン
バ
ー
の
石
田
東
生
筑
波
大

学
大
学
院
教
授
は
「
モ
デ
ル
都
市
の
皆
さ

ん
が
、
地
域
の
た
め
に
ど
ん
な
努
力
を
さ

れ
る
か
。
成
果
は
携
わ
る
人
の
意
欲
と
情

熱
に
か
か
っ
て
い
る
」
と
話
す
。

政
府
が
物
を
買
う
と
き
の
ル
ー
ル
を
定

め
た
「
グ
リ
ー
ン
購
入
法
」
は
、
文
具
類

は
間
伐
材
な
ど
の
木
材
を
使
用
、
公
共
工

事
の
資
材
も
間
伐
材
を
原
料
と
す
る
、
な

ど
の
率
先
利
用
規
定
だ
。

環
境
省
も
、
植
林
な
ど
で
Ｃ
Ｏ
２

吸
収

量
が
増
加
し
た
分
を
、
企
業
の
生
産
活
動

の
中
か
ら
出
た
Ｃ
Ｏ
２

と
相
殺
す
る
こ
と

を
認
め
、
化
石
燃
料
か
ら
間
伐
材
へ
の
転

換
を
促
す
。
森
林
吸
収
分
の
活
用
は
林
業

活
性
化
に
つ
な
が
る
。

農
林
水
産
省
な
ど
が
０８
年
１２
月
か
ら
行

っ
た
雇
用
相
談
は
、
１
カ
月
足
ら
ず
で
３

０
０
０
件
を
突
破
。
人
材
を
確
保
し
た
い

農
業
法
人
や
森
林
組
合
の
求
人
も
１
９
０

０
件
に
達
し
た
。
集
計
で
は
希
望
職
種
は

林
業
が
最
多
。
次
い
で
農
業
、
漁
業
の
順

だ
。大

阪
市
で
開
い
た
全
国
森
林
組
合
連
合

会
の
相
談
会
に
は
、
前
年
よ
り
８
割
も
多

い
１
２
５
４
人
が
詰
め
か
け
た
。

◇

◇

荒
野
を
開
拓
し
、
植
林
に
よ
っ
て
農
場

を
開
い
た
先
駆
者
を
偲
ぶ
「
道
の
駅
」
が

あ
る
。栃
木
県
那
須
塩
原
市
の
道
の
駅「
明

治
の
森
・
黒
磯
」
に
、
維
新
版
グ
リ
ー
ン

・
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
を
見
た
。

世
界
的
経
済
危
機
の
中
、
日
本
で
林
業
へ
の
関
心
が
熱
い
。
雇
用
の
悪
化
で
、

農
林
漁
業
の
就
職
希
望
者
が
急
増
。
オ
バ
マ
米
大
統
領
の
「
グ
リ
ー
ン
・
ニ
ュ
ー

デ
ィ
ー
ル
」
政
策
の
波
及
効
果
か
、
ト
ッ
プ
人
気
は
林
業
だ
。
グ
リ
ー
ン
・
ニ
ュ

ー
デ
ィ
ー
ル
は
、
環
境
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
に
雇
用
創
出
を
絡
め
た
政
策
。
わ
が

国
も
日
本
版
グ
リ
ー
ン
・
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
「
緑
の
経
済
と
社
会
の
変
革
」
の
策

定
を
公
表
し
た
。
キ
ー
ワ
ー
ド
は
共
に
「
グ
リ
ー
ン
∥
緑
」
。
地
球
温
暖
化
対
策

は
Ｃ
Ｏ
２

の
排
出
削
減
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
開
発
と
同
時
に
、
Ｃ
Ｏ
２

を
取
り
込
む

緑
の
回
復
、
に
か
か
る
。
そ
の
原
点
は
緑
化
。
後
世
に
引
き
継
ぐ
国
土
の
保
全
に

は
人
の
手
入
れ
が
不
可
欠
だ
。
そ
の
代
表
が
道
路
づ
く
り
や
林
業
。
道
の
駅
も
、

風
力
や
太
陽
光
発
電
な
ど
環
境
対
策
を
試
行
。「
緑
」
に
着
目
す
る
駅
も
多
い
。

植林による木立に囲まれた「青木邸」。今は、道の駅「明治の森・黒磯」の中核施設

道の駅「明治の森・黒磯」

日本風景街道「こころのふ

るさと〝木曽路〟中山道」

列島保全への課題

テレワーク層拡大

国土学事始め なるほどブリッジ

話題の道の駅

グリーン・ツーリズム

読者の声 おもしろ万葉集

プレゼント・パズル
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東
北
自
動
車
道
・
那
須
Ｉ

Ｃ
を
降
り
板
室
街
道
を
走

る
。
那
須
野
が
原
を
貫
く
街

道
は
「
那
須
道
路
風
景
林
」

だ
。
風
景
林
は
風
致
を
維
持

す
べ
き
名
所
旧
跡
、
社
寺
な

ど
の
背
景
や
景
観
を
展
望
す

る
森
林
。
那
須
高
原
は
人
工

林
の
他
は
今
も
荒
野
が
広
が

り
全
国
有
数
の
別
荘
地
だ
。

明
治
初
期
、
国
の
殖
産
興

業
策
で
国
土
開
拓
の
機
運
が

高
ま
り
、
那
須
野
が
原
も
明

治
１３
年
か
ら
地
元
有
志
の
結

社
や
明
治
の
元
勲
た
ち
が
次

々
に
農
場
を
開
設
し
た
。

青
木
周
蔵
は
１
８
４
４

（
天
保
１５
）
年
長
州
藩
（
山

口
県
）
の
医
師
の
長
男
に
生

ま
れ
、
藩
医
・
青
木
家
の
養

子
に
な
る
。
明
治
元
年
、
藩

命
で
ド
イ
ツ（
プ
ロ
シ
ャ
）に

医
学
留
学
し
た
が
、
志
を
政

治
学
に
変
え
、
外
交
官
と
し

て
活
躍
。
外
務
大
臣
や
駐
米

全
権
大
使
な
ど
を
歴
任
。
長

く
ド
イ
ツ
公
使
を
務
め
「
ド

イ
ツ
翁
」
と
称
さ
れ
た
。
ド

イ
ツ
に
医
学
留
学
し
た
森
鴎

外
の
「
舞
姫
」
執
筆
の
ヒ
ン

ト
に
も
な
っ
た
人
物
だ
。

青
木
は
ド
イ
ツ
の
貴
族
地

主
ユ
ン
カ
ー
の
生
活
に
憧
れ

明
治
１４
年
、
那
須
の
荒
野
を

開
拓
。
山
林
経
営
を
核
と
す

る
青
木
農
場
を
開
設
。
「
不

毛
の
荒
野
を
価
値
あ
る
国
土

に
変
え
る
」
の
が
持
論
だ
っ

た
。
青
木
の
発
想
は
ス
ケ
ー

ル
が
大
き
く
不
毛
地
帯
に

「
無
か
ら
有
を
生
む
」
こ
と

を
夢
見
た
。

水
に
乏
し
い
荒
廃
地
の
那

須
野
が
原
も
明
治
１８
年
、
那

須
疎
水
が
開
削
さ
れ
、
開
拓

が
加
速
。
彼
は
入
植
者
を
故

郷
山
口
県
か
ら
の
移
住
な
ど

で
募
り
雇
用
し
た
。

「
ド
イ
ツ
式
林
間
農
業
」

は
畜
力
を
利
用
し
た
畑
作
。

家
畜
の
排
泄
物
を
主
と
す
る

施
肥
で
森
林
を
育
て
マ
ツ
、

ス
ギ
、
ヒ
ノ
キ
な
ど
の
針
葉

樹
と
ナ
ラ
、
ク
リ
な
ど
落
葉

樹
の
混
林
で
薪
炭
や
材
木
、

タ
ー
ル
を
作
っ
て
売
る
。

雑
木
を
混
ぜ
れ
ば
小
鳥
が

繁
殖
、
害
虫
の
駆
除
に
役
立

ち
、
雑
木
は
薪
炭
の
材
料

に
、
落
葉
は
堆
肥
に
還
元
す

る
。
こ
の
考
え
は
青
木
邸
に

展
示
す
る
自
筆
の
「
農
業
意

見
書
」
に
書
い
て
あ
り
、
堆

肥
リ
サ
イ
ク
ル
の
コ
ン
ポ
ス

ト
と
い
う
表
現
も
出
て
い

る
。青

木
農
場
は
板
室
街
道
が

中
央
を
縦
断
、
那
須
疎
水
が

流
れ
る
。
開
拓
に
は
、
道
路

整
備
や
水
源
確
保
な
ど
、
国

土
開
発
が
一
体
で
あ
る
。

青
木
は
明
治
２１
年
、
１
６

０
０
㌶
に
発
展
し
た
農
場
の

中
央
に
別
邸
を
建
築
。
「
青

木
邸
」
と
呼
ば
れ
て
親
し
ま

れ
昭
和
４０
年
代
ま
で
青
木
家

の
別
荘
に
使
わ
れ
た
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
木
造
工
法

を
採
用
し
、
外
壁
に
ウ
ロ
コ

型
の
ス
レ
ー
ト
を
使
う
な
ど

の
特
徴
を
持
つ
貴
重
な
近
代

建
築
。
設
計
は
松
ケ
崎
萬
長

男
爵
。
岩
倉
使
節
団
と
と
も

に
留
学
生
と
し
て
ド
イ
ツ
に

渡
り
、
ド
イ
ツ
の
建
築
技
術

を
日
本
に
伝
え
た
建
築
家
で

日
本
建
築
学
会
の
創
立
者
の

一
人
で
あ
る
。

建
物
の
老
朽
化
に
伴
い
、

栃
木
県
は
青
木
邸
を
後
世
に

残
し
歴
史
的
文
化
的
価
値
を

伝
え
よ
う
と
詳
細
な
解
体
調

査
を
実
施
。
復
元
工
事
が
完

了
し
た
平
成
１０
年
３
月
、
青

木
邸
を
中
核
施
設
と
す
る

「
道
の
駅

明
治
の
森
・
黒

磯
」
が
オ
ー
プ
ン
。
青
木
邸

は
平
成
１１
年
１２
月
、
国
の
重

要
文
化
財
に
な
っ
た
。

那
須
野
が
原
開
拓
の
歴
史

を
語
る
青
木
邸
と
、
物
産
セ

ン
タ
ー
が
人
気
の
道
の
駅
。

休
憩
や
食
事
、
買
い
物
の
傍

ら
、
地
域
情
報
発
信
と
交
流

の
場
と
な
り
、
明
治
の
開
拓

史
に
思
い
を
馳
せ
る
人
々
に

青
木
の
夢
を
伝
え
る
。

明
治
神
宮
と

代
々
木
公
園
か

ら
な
る
代
々
木

の
森
。
人
工
の

森
と
は
今
、
ほ

と
ん
ど
知
ら
れ

て
い
な
い
。
東
京
ド
ー
ム
５４

個
分
７２
㌶
の
こ
の
森
は
、
植

樹
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
人
工

の
森
で
あ
る
。

そ
の
昔
、
徳
川
家
康
直
系

の
家
臣
、
彦
根
藩
井
伊
家
の

下
屋
敷
が
あ
っ
た
場
所
。
明

治
維
新
後
、
皇
居
の
用
地
と

な
っ
た
が
、
現
在
御
苑
が
あ

る
部
分
以
外
は
畑
な
ど
が
あ

る
だ
け
の
荒
れ
地
だ
っ
た
。

明
治
４５
（
１
９
１
２
）
年

に
明
治
天
皇
、
大
正
３
（
１

９
１
４
）
年
に
昭
憲
皇
太
后

が
亡
く
な
る
と
、
夫
妻
を
祭

る
神
社
を
造
ろ
う
と
、
当
時

の
総
工
費
５
２
０
万
円
に
対

し
国
民
の
献
金
が
６
０
０
万

円
も
集
ま
っ
た
。

大
正
４
年
か
ら
５
年
間
で

森
づ
く
り
。
全
国
か
ら
延
べ

１０
万
人
の
青
年
団
が
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
活
躍
。
日
本
全
国

か
ら
木
を
使
っ
て
ほ
し
い

と
、
１０
万
本
３
６
５
種
の
木

々
が
持
ち
込
ま
れ
た
。

森
の
設
計
は
、
青
木
農
場

の
植
林
に
も
携
わ
っ
た
林
学

の
権
威
、
本
多

静
六
氏
は
じ
め

大
勢
が
関
わ
り

「
１
０
０
年
後

に
自
然
の
森
と

し
て
育
つ
よ
う

に
」
と
シ
イ
、
カ
シ
、
ク
ス

ノ
キ
な
ど
照
葉
樹
を
中
心
に

植
樹
。
現
在
は
２
５
０
種
１７

万
本
の
立
派
な
森
に
育
っ
て

い
る
。

明
治
の
元
勲
山
縣
有
朋
政
権
で
外
務
大
臣
を
務
め

た
青
木
周
蔵
子
爵
が
「
ド
イ
ツ
式
林
間
農
業
」
を
目

指
し
て
開
拓
し
た
農
場
が
道
の
駅
に
な
っ
て
い
る
。

栃
木
県
那
須
塩
原
市
の
「
道
の
駅

明
治
の
森
・
黒

磯
」
。
林
業
を
核
に
雇
用
を
創
出
し
、
地
域
振
興
に

努
め
た
「
維
新
版
グ
リ
ー
ン
・
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
」

の
世
界
が
広
が
っ
て
い
た
。

第
１５
回
Ｉ
Ｔ
Ｓ
世
界
会
議

は
「
つ
な
が
る
Ｉ
Ｔ
Ｓ

よ

り
便
利
に
、
安
全
に
」
を
テ

ー
マ
に
昨
秋
、
米
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
で
開
催
さ
れ
１
万
人
以

上
が
参
加
し
ま
し
た
。
米
国

交
通
省
が
進
め
る
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
中
心
と
し
た
大
規
模

な
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン

に
加
え
、
Ｉ
Ｔ
Ｓ
ア
メ
リ
カ

（
自
動
車
、
通
信
機
器
メ
ー

カ
ー
、
関
連
機
関
な
ど
の
民

間
組
織
）
の
年
次
総
会
と
の

同
時
開
催
で
、
体
験
型
デ
モ

・
展
示
・
セ
ッ
シ
ョ
ン
と
も

過
去
最
大
規
模
に
な
り
ま
し

た
。体

験
型
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー

シ
ョ
ン
は
、
市
街
地
（
マ
ン

ハ
ッ
タ
ン
）
の
３
～
４
㌔
㍍

の
周
回
コ
ー
ス
を
設
定
し
た

一
般
道
と
、
郊
外
（
ロ
ン
グ

ア
イ
ラ
ン
ド
）
の
高
速
道
路

を
対
象
に
、
数
十
か
所
の
路

側
機
か
ら
、
公
共
交
通
情
報

や
旅
行
時
間
情
報
、
駐
車
場

情
報
な
ど
の
車
載
器
へ
の
提

供
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

展
示
・
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は

米
国
、
欧
州
、
ア
ジ
ア
の
各

国
か
ら
、
Ｉ
Ｔ
Ｓ
技
術
を
活

用
し
た
事
故
・
渋
滞
削
減
や

環
境
改
善
に
関
わ
る
技
術
開

発
効
果
や
シ
ス
テ
ム
機
器
類

が
出
展
さ
れ
ま
し
た
。

米
国
は
、
路
車
協
調
に
よ

る
安
全
支
援
や
信
号
制
御
、

ト
ン
ネ
ル
や
橋
梁
の
手
前
で

大
型
車
両
や
大
型
特
殊
車
両

の
通
行
規
制
に
つ
い
て
、
ナ

ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
で
情
報
提
供

す
る
シ
ス
テ
ム
を
紹
介
。
さ

ら
に
海
上
交
通
や
航
空
交
通

と
連
携
を
図
る
こ
と
で
、
よ

り
高
度
で
快
適
な
交
通
環
境

を
目
指
す
路
車
協
調
シ
ス
テ

ム
の
積
極
的
な
展
開
の
報
告

が
あ
り
ま
し
た
。

欧
州
は
、
Ｅ
Ｕ
の
車
両
自

律
型
予
防
安
全
シ
ス
テ
ム
を

中
心
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進

状
況
を
報
告
。
Ｉ
Ｔ
Ｓ
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
よ
る
環
境
、
燃

料
消
費
の
低
減
な
ど
を
強
調

し
た
報
告
が
多
く
見
ら
れ
ま

し
た
。
特
に
、
次
回
開
催
国

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
は
、
国
家
と

し
て
個
々
の
ド
ラ
イ
バ
ー
の

運
転
行
動
の
改
善
を
促
す
な

ど
、
環
境
へ
の
意
識
の
高
さ

が
伺
え
ま
し
た
。

日
本
は
、
ス
マ
ー
ト
ウ
ェ

イ
に
よ
る
安
全
・
安
心
の
取

り
組
み
や
Ｅ
Ｔ
Ｃ
を
活
用
し

た
各
種
施
策
を
報
告
し
、
実

際
の
道
路
で
の
路
車
協
調
シ

ス
テ
ム
に
関
す
る
実
験
の
実

施
と
、
効
果
の
計
測
手
法
に

つ
い
て
、
高
い
評
価
を
受
け

ま
し
た
。

Ｉ
Ｔ
Ｓ
世
界
会
議
は
、
各

国
の
Ｉ
Ｔ
Ｓ
（
高
度
道
路
交

通
シ
ス
テ
ム
）
に
関
す
る
取

り
組
み
を
産
業
界
、
学
識
、

行
政
の
関
係
者
が
発
表
す
る

会
議
で
、
９４
年
の
第
１
回
パ

リ
以
降
、
欧
州
、
ア
ジ
ア
・

太
平
洋
、
米
国
の
３
地
域
持

ち
回
り
で
、
毎
年
開
催
。
０９

年
は
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
で
開

催
さ
れ
ま
す
。

国
土
交
通
省
道
路
局
道
路
交

通
管
理
課

高
度
道
路
交
通
シ
ス
テ
ム
推

進
室
長

奥
谷

正

第
１５
回

林
業
核
に
雇
用
創
出

Ｉ
Ｔ
Ｓ

青
木
周
蔵
子
爵
が
農
場
を
開
設

世
界
会
議

那須野が原には、景観の良い風景林が広がる

「
よ
り
便
利
に
安

全
に
」
テ
ー
マ
に
米・ＮＹ

車載器による前方静止画像の提供

機器を装備した実験車両

ニューヨークＩＴＳ世界会議デモ

那
須
連
山
を
望
む
那
須
野
が
原
に
は
、
人
工
林
が
多
い

明治神宮の本殿は、植樹による緑の木々

に囲まれ、境内の森は今、人工林とは

分からない立派な樹林に育った

東
京

５４
個
分
の
人
工
の
森

２
５
０
種
１７
万
本
に
成
長

ド
ー
ム

バスによる体験乗車

実験用の路側器
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「
生
物
燃
料
」
と
し
て
の

木
が
、
次
世
代
エ
ネ
ル
ギ
ー

「
バ
イ
オ
マ
ス
」
と
し
て
再

び
脚
光
を
浴
び
て
い
る
。

生
物
資
源
（
バ
イ
オ
）
の

量
（
マ
ス
）
を
表
す
言
葉
で

化
石
燃
料
を
除
く
「
再
生
可

能
な
生
物
由
来
の
有
機
性
資

源
」
。
そ
の
中
で
木
材
の
バ

イ
オ
マ
ス
が
「
木
質
バ
イ
オ

マ
ス
」
だ
。

木
を
燃
や
し
て
エ
ネ
ル
ギ

ー
を
電
気
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
変

え
る
。
木
は
放
置
し
て
も
分

解
し
、
貯
め
込
ま
れ
た
エ
ネ

ル
ギ
ー
は
低
温
の
熱
と
し
て

放
射
さ
れ
る
。
放
置
す
れ
ば

逃
げ
て
し
ま
う
こ
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
有
効
活
用
。
太
陽
光

発
電
や
風
力
発
電
よ
り
投
資

コ
ス
ト
も
格
段
に
安
い
。

燃
料
源
は
、
林
業
や
間
伐

で
沢
山
出
る
残
廃
材
や
低
質

材
。
焼
却
処
分
し
て
い
る
都

市
の
建
築
廃
材
も
エ
ネ
ル
ギ

ー
源
に
使
え
る
。
環
境
汚
染

で
悪
名
高
か
っ
た
パ
ル
プ
廃

液
の
ヘ
ド
ロ
も
、
元
は
木
。

バ
イ
オ
マ
ス
の
塊
だ
。

製
材
工
場
の
残
材
や
住
宅

解
体
材
は
、
今
は
廃
棄
物
。

有
効
活
用
す
れ
ば
廃
棄
物
が

減
り
、
循
環
型
社
会
の
形
成

に
役
立
つ
。

森
林
は
国
土
の
保
全
や
水

源
の
か
ん
養
な
ど
様
々
な
機

能
を
持
つ
。
森
林
が
機
能
を

発
揮
す
る
に
は
、
間
伐
や
樹

木
の
伐
採
な
ど
適
切
な
整
備

・
管
理
が
不
可
欠
だ
。

「
今
日
は
、
白
も
黒
も
、

黄
色
も
な
い
。
み
ん
な
緑

だ
」
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
繁

華
街
、
タ
イ
ム
ズ
・
ス
ク
エ

ア
の
ビ
ル
街
に
こ
だ
ま
す
る

デ
ビ
ッ
ド
・
デ
ィ
ケ
ン
ズ
市

長
の
声
。
青
空
の
下
、
聴
衆

の
大
歓
声
が
そ
れ
に
応
え

た
。
肌
の
色
の
違
い
を
超
え

て
、
み
ん
な
緑
、
環
境
の
守

り
手
だ
と
の
ア
ピ
ー
ル
だ
っ

た
。世

界
的
に
地
球
環
境
問
題

へ
の
関
心
が
高
ま
っ
た
の
が

１
９
８
０
年
代
後
半
。
そ
し

て
９０
年
４
月
２２
日
朝
、
「
地

球
を
守
ろ
う
」
と
の
合
言
葉

で
「
ア
ー
ス
デ
ー
」
行
事
が

世
界
中
で
開
催
さ
れ
た
。

冒
頭
の
場
面
は
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
で
の
１
シ
ー
ン
。
し
か

し
、
こ
の
お
祭
り
騒
ぎ
が
そ

の
後
の
米
国
で
ど
れ
ほ
ど
の

実
り
を
得
た
の
か
。

今
、
大
統
領
が
変
わ
り
、

再
び
「
緑
」
が
叫
ば
れ
て
い

る
。
グ
リ
ー
ン
・
ニ
ュ
ー
デ

ィ
ー
ル
。
未
曾
有
の
経
済
危

機
の
中
、
環
境
・
エ
ネ
ル
ギ

ー
分
野
へ
の
重
点
的
な
投
資

で
、
景
気
刺
激
と
同
時
に
雇

用
創
出
を
実
現
し
よ
う
と
い

う
ア
イ
デ
ア
だ
。

日
本
で
も
こ
の
掛
け
声
に

追
随
し
た
風
が
吹
く
だ
ろ

う
。
だ
が
、
「
地
球
に
や
さ

し
い
」
と
か
「
エ
コ
」
と
か

「
緑
」
と
か
、
こ
う
し
た
言

葉
が
実
態
を
覆
い
隠
し
て
し

ま
う
時
が
あ
る
。

欧
米
で
は
、
そ
ん
な
こ
と

を
「
グ
リ
ー
ン
・
ウ
オ
ッ
シ

ュ
」
と
表
現
す
る
。
「
ウ
オ

ッ
シ
ュ
」
は
洗
い
流
す
で
は

な
く
、
「
塗
る
」
と
い
う
よ

う
な
意
味
だ
。
つ
ま
り
、
う

わ
べ
だ
け
「
緑
」
を
装
う
。

昨
年
、
環
境
保
全
型
商
品

の
推
奨
マ
ー
ク
と
し
て
普
及

し
て
い
る
財
団
法
人
日
本
環

境
協
会
の
「
エ
コ
マ
ー
ク
」

で
、
デ
ー
タ
の
偽
装
が
明
る

み
に
出
た
。
本
来
、
生
産
｜

使
用
｜
廃
棄
の
各
過
程
で
、

環
境
へ
の
負
荷
が
少
な
い
と

認
め
ら
れ
て
初
め
て
付
け
ら

れ
る
の
だ
が
、
再
生
紙
な
ど

で
古
紙
配
合
率
な
ど
の
デ
ー

タ
が
偽
装
さ
れ
て
い
た
。

企
業
か
ら
提
出
さ
れ
た
デ

ー
タ
を
信
頼
し
て
成
立
し
て

い
た
こ
の
制
度
の
限
界
だ
っ

た
。
信
頼
を
取
り
戻
す
に
は

ど
う
す
れ
ば
い
い
の
か
。

私
の
出
身
小
学
校
の
校
歌

は
、
「
緑
の
風
が
吹
い
て
い

る
」
で
始
ま
る
。
卒
業
か
ら

５０
年
近
い
年
月
が
過
ぎ
た
が

ま
だ
本
当
の
「
緑
の
風
」
を

見
分
け
る
こ
と
が
で
き
な
い

で
い
る
。

（
横
田
弘
幸
）

林
業
を
取
り
巻
く
状
況
に

は
問
題
も
あ
る
。
外
材
へ
の

依
存
が
森
林
の
荒
廃
を
招
き

雇
用
条
件
も
良
く
な
い
。
森

林
（
土
地
と
木
材
）
が
投
機

の
対
象
と
し
て
、
証
券
化
さ

れ
売
買
さ
れ
て
い
る
動
き
も

あ
る
。

昨
夏
、
横
浜
国
大
で
開
か

れ
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
、
国

際
日
本
文
化
セ
ン
タ
ー
の
安

田
喜
憲
教
授
は
、
日
本
の
土

地
（
森
）
が
外
国
人
に
買
わ

れ
て
い
る
こ
と
を
危
惧
し
、

「
土
地
が
売
れ
る
と
地
価
が

上
が
っ
て
地
元
は
歓
迎
す
べ

き
だ
、
と
い
う
人
も
い
て
憂

慮
し
て
い
る
」
と
発
言
。

森
林
の
再
生
と
、
林
業
従

事
者
の
雇
用
条
件
改
善
は
歓

迎
す
べ
き
だ
が
、
森
林
が
金

儲
け
の
対
象
に
な
れ
ば
さ
ら

に
荒
廃
を
招
き
か
ね
な
い
。

日
本
に
輸
入
さ
れ
て
い
る

木
材
チ
ッ
プ
の
生
産
地
、
タ

ス
マ
ニ
ア
島
発
の
「
輸
出
の

７０
％
強
は
日
本
へ
」
と
い
う

報
道
も
あ
っ
た
。
ト
イ
レ
ッ

ト
ペ
ー
パ
ー
、
テ
ィ
ッ
シ
ュ

や
コ
ピ
ー
用
紙
の
原
材
料
と

し
て
、
天
然
林
の
伐
採
が
進

み
、
森
林
破
壊
に
対
す
る
抗

議
が
続
い
て
い
る
と
い
う
。

山
口
県
と
い
う
と
明
治
維
新
の

長
州
藩
の
こ
と
も
あ
り
、
現
在
で

も
政
治
家
で
は
い
ろ
い
ろ
と
話
題

に
な
る
人
が
多
い
が
、
観
光
や
地

域
的
な
こ
と
で
は
萩
の
町
や
岩
国

の
錦
帯
橋
ぐ
ら
い
し
か
思
い
つ
か

な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

山
口
県
の
北
東
部
、
島
根
県
に

近
接
し
て
い
る
阿
東
町
に
船
形
農

場
と
い
う
大
変
ユ
ニ
ー
ク
な
農
業

経
営
を
し
て
い
る
人
が
い
る
。
農

業
の
六
次
産
業
化
を
提
唱
し
て
い

る
船
形
農
場
の
代
表
、
坂
本
多
旦

氏
が
そ
の
人
だ
。

六
次
産
業
と
は
ど
う
い
う
こ
と

か
と
い
う
と
、
生
産
の
一
次
産
業

×
加
工
・
販
売
の
二
次
産
業
×
交

流
（
サ
ー
ビ
ス
）
の
三
次
産
業
∥

六
次
産
業
と
い
う
わ
け
だ
。
生
産

が
重
要
な
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
だ

が
、
ま
ず
は
消
費
者
に
生
産
の
現

場
を
見
て
も
ら
い
体
験
し
て
も
ら

う
と
い
う
こ
と
が
重
要
と
考
え

て
、
交
流
事
業
を
最
初
に
立
ち
上

げ
て
農
業
の
六
次
化
を
推
進
し
た

こ
と
が
坂
本
氏
の
発
想
の
ユ
ニ
ー

ク
な
と
こ
ろ
だ
ろ
う
。

私
が
国
土
庁
勤
務
時
代
の
十
余

年
前
坂
本
氏
と
知
り
合
い
、
中
国

方
面
へ
の
出
張
の
途
次
、
船
形
農

場
を
訪
れ
た
。
Ｊ
Ｒ
山
口
線
の
徳

佐
駅
か
ら
車
で
数
分
の
広
々
と
し

た
と
こ
ろ
に
農
場
は
あ
り
、
水

稲
、
酪
農
、
肉
牛
、
花
、
果
樹
な

ど
多
角
的
な
経
営
が
な
さ
れ
て
い

る
が
、
農
場
自
体
は
数
人
の
組
合

員
や
事
業
体
か
ら
構
成
さ
れ
て
い

る
。農

場
は
ゼ
ロ
円
リ
ゾ
ー
ト
と
い

う
形
で
一
般
市
民
に
も
開
放
さ
れ

て
お
り
、
家
畜
と
の
ふ
れ
あ
い
な

ど
有
料
の
も
の
も
あ
る
が
、
広
々

と
し
た
農
場
は
子
供
た
ち
の
有
意

義
な
社
会
科
教
育
の
場
と
も
な
っ

て
い
る
。
農
業
と
い
う
と
衰
退
産

業
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
強
く
否
定

的
に
考
え
る
こ
と
が
多
い
が
、
坂

本
氏
の
試
み
を
見
て
い
る
と
全
く

新
し
い
成
長
産
業
に
見
え
て
く
る

か
ら
不
思
議
な
も
の
だ
。

坂
本
氏
と
の
交
流
は
私
の
農
業

に
対
す
る
見
方
を
一
新
さ
せ
た
。

日
本
農
業
に
つ
い
て
も
、
困
難
で

は
あ
ろ
う
が
、
も
う
一
度
新
し
い

夢
を
描
い
て
み
る
努
力
が
必
要
な

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

道
２１
世
紀
新
聞
（
愛
称
・

ル
ー
ト
プ
レ
ス
）
を
発
行
し

て
い
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
人
と

道
研
究
会
」
は
、
社
団
法
人

「
国
土
緑
化
推
進
機
構
」
と

提
携
し
、
今
春
か
ら
全
国
の

主
な
道
の
駅
で
「
緑
の
募

金
」
を
推
進
す
る
こ
と
に
し

た
。主

な
道
の
駅
に
「
緑
の
募

金
箱
」
を
設
置
し
て
も
ら
う

よ
う
働
き
か
け
、
道
路
利
用

者
か
ら
の
募
金
を
呼
び
か
け

る
。
集
ま
っ
た
募
金
の
運
用

は
、
国
土
緑
化
推
進
機
構
の

施
策
に
委
ね
る
。

全
国
で
植
樹
運
動
な
ど
を

進
め
る
国
土
緑
化
推
進
機
構

は
「
地
球
温
暖
化
防
止
を
始

め
、
森
林
の
働
き
を
発
揮
さ

せ
る
に
は
、
森
林
づ
く
り
活

動
の
継
続
が
重
要
だ
。
特
に

間
伐
の
促
進
は
急
務
。
『
緑

の
募
金
』
で
人
工
林
、
里
山

林
、
竹
林
な
ど
を
整
備
し
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の
育
成

や
地
域
経
済
振
興
に
努
め
た

い
」
と
話
し
て
い
る
。

防
災
拠
点
と
し
て
地
域
の

関
心
が
高
ま
り
始
め
て
い
る

「
道
の
駅
」
。
広
い
駐
車
ス

ペ
ー
ス
な
ど
を
利
用
し
た
復

旧
の
拠
点
、
避
難
施
設
と
し

て
の
役
割
と
と
も
に
、
各
地

に
広
が
る
連
携
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
生
か
し
た
復
興
支
援
の

機
能
に
も
注
目
し
た
い
。

昨
年
６
月
、
岩
手
県
と
宮

城
県
に
ま
た
が
る
広
い
範
囲

の
内
陸
部
を
直
撃
し
、
土
砂

崩
れ
に
よ
る
中
山
間
地
の
集

落
孤
立
が
相
次
い
だ
岩
手
・

宮
城
内
陸
地
震
。
宮
城
県
栗

原
市
の
花
山
地
区
に
あ
る
道

の
駅
「
路
田
里
は
な
や
ま
」

は
、
被
災
直
後
か
ら
自
衛
隊

の
活
動
拠
点
と
し
て
利
用
さ

れ
た
。

広
い
駐
車
場
に
は
、
道
路

の
復
旧
、
物
資
搬
送
な
ど
に

あ
た
る
重
機
や
大
型
車
両
が

並
び
、
幹
線
道
路
沿
い
に
位

置
す
る
「
道
の
駅
」
が
、
災

害
復
旧
活
動
の
拠
点
と
し
て

果
た
す
役
割
の
大
き
さ
を
改

め
て
印
象
づ
け
る
こ
と
に
な

っ
た
。

復
旧
作
業
が
続
け
ら
れ
る

一
方
で
、
「
路
田
里
は
な
や

ま
」
で
は
、
「
復
興
市
」
と

い
う
イ
ベ
ン
ト
が
開
か
れ

た
。
最
大
震
度
６
強
を
観
測

し
た
地
震
の
直
後
か
ら
、
被

災
地
周
辺
の
観
光
産
業
は
キ

ャ
ン
セ
ル
が
相
次
ぎ
、
農
業

も
、
作
物
に
被
害
が
出
た
う

え
、
販
路
も
閉
ざ
さ
れ
た
。

地
場
経
済
が
立
ち
直
る
き

っ
か
け
を
提
供
し
た
い
｜

｜
。
そ
ん
な
呼
び
か
け
に
対

し
、
「
路
田
里
は
な
や
ま
」

に
は
、
宮
城
県
内
の
他
の「
道

の
駅
」
か
ら
各
地
の
特
産
品

の
ほ
か
、
野
菜
や
そ
ば
な
ど

花
山
地
区
の
農
産
物
が
集
ま

っ
た
。

さ
ら
に
、
東
北
６
県
計
１

２
８
の「
道
の
駅
」が
、「
復
興

市
」
の
ポ
ス
タ
ー
を
掲
示
す

る
な
ど
、Ｐ
Ｒ
に
協
力
。そ
の

結
果
、
会
場
に
は
、
県
外
か

ら
も
含
め
て
２
日
間
だ
け
で

約
１
５
０
０
人
が
訪
れ
た
。

被
災
地
支
援
の
た
め
、
道

の
駅
の
連
携
を
呼
び
か
け
た

「
東
北
道
の
駅
連
絡
会
」
の

森
田
義
則
事
務
局
長
は
「
道

の
駅
の
連
携
を
被
災
地
支
援

に
も
生
か
し
て
い
き
た
い
」

と
語
る
。

「
道
の
駅
」
の
防
災
機
能

を
生
か
す
動
き
は
各
地
で
活

発
化
し
て
い
る
。
昨
年
８
月

に
は
福
島
県
が
県
内
１６
の

「
道
の
駅
」で
作
る
運
営
協
議

会
と
の
間
で
、
昨
年
１１
月
に

は
、
群
馬
県
が
県
内
１９
の「
道

の
駅
」
を
所
管
す
る
１５
市
町

村
と
の
間
で
、
防
災
総
合
利

用
の
基
本
協
定
を
結
ん
だ
。

災
害
時
の
復
旧
拠
点
、
避

難
場
所
、
そ
し
て
「
路
田
里

は
な
や
ま
」
の
「
復
興
市
」

の
よ
う
に
、
地
域
の
復
興
を

支
え
る
役
割
…
…
。
「
道
の

駅
」
に
対
す
る
期
待
が
高
ま

っ
て
い
る
。
（
堀
井
宏
悦
）

「
道
の
駅
」
新
た
な
役
割

米
の
大
統
領
交
代

残廃材や低質材を利用

緑
の
風
吹
く
か

言
葉
だ
け
で
な
く
実
行
を

森林荒廃進む恐れ
外材への依存

投機の対象にも

道の駅で「緑の募金」

「国土緑化推進機構」と

「人と道研究会」が提携

国民生活センター顧問

糠谷 真平

山

口

県

船
形
農
場

農
業
の
六
次
産
業
化
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木
曽
街
道
１１
宿
の
南
の
玄

関
が
藤
村
の
馬
籠
宿
。
い
ま

最
も
知
ら
れ
て
い
る
の
は
隣

の
妻
籠
宿
だ
。
電
柱
も
電
線

も
テ
レ
ビ
ア
ン
テ
ナ
も
な
い

宿
場
の
町
並
み
は
、
簡
素
な

美
し
さ
に
満
ち
て
い
る
。
本

当
に
江
戸
時
代
に
タ
イ
ム
ス

リ
ッ
プ
し
た
よ
う
な
気
持
ち

に
さ
せ
て
く
れ
る
。

旧
妻
籠
村
（
現
南
木
曽
町

妻
籠
）
は
、
開
発
か
ら
取
り

残
さ
れ
た
が
ゆ
え
に
残
っ
て

い
た
町
並
み
を
生
か
し
、
昭

和
４０
年
代
か
ら
「
妻
籠
宿
ブ

ー
ム
」
を
起
こ
し
た
。
そ
の

立
役
者
が
小
林
俊
彦
さ
ん

（
８０
）だ
。

役
場
の
職
員
だ
っ
た
小
林

さ
ん
は
、
「
妻
籠
を
愛
す
る

会
」
を
組
織
し
、
「
売
ら
な

い
、
貸
さ
な
い
、壊
さ
な
い
」

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
家
々
を

説
得
、
中
山
道
の
宿
場
の
町

並
み
を
よ
み
が
え
ら
せ
た
。

昭
和
５０
年
代
の
ピ
ー
ク
時
に

は
年
間
百
万
人
の
観
光
客
が

押
し
寄
せ
た
。
い
っ
た
ん
役

員
を
退
い
て
い
た
小
林
さ
ん

だ
が
、
宿
場
で
商
い
を
す
る

人
た
ち
と
一
般
住
民
の
間
の

微
妙
な
ズ
レ
を
感
じ
は
じ

め
、
「
理
と
利
の
バ
ラ
ン
ス

を
取
り
戻
さ
な
く
て
は
」

と
、
３
年
前
に
理
事
長
に
就

任
し
た
。

い
ま
、
妻
籠
宿
で
は
、
お

か
み
さ
ん
た
ち
の
グ
ル
ー
プ

「
や
ま
ぶ
き
の
会
」
（
伊
藤

君
江
会
長
、
約
４０
人
）
を
中

心
に
、
お
客
さ
ま
に
も
喜
ん

で
も
ら
え
る
民
俗
行
事
を
丁

寧
に
復
元
す
る
活
動
を
続
け

て
い
る
。
繭
玉
つ
く
り
、
お

雛
さ
ま
、
花
祭
り
な
ど
な

ど
。
し
だ
い
に
増
え
て
き
た

外
国
か
ら
の
お
客
さ
ん
に
対

応
で
き
る
よ
う
に
と
、
外
国

語
の
習
得
も
始
め
た
。
最
初

の
１
年
間
は
英
語
。
こ
の
あ

と
、
中
国
語
、
そ
し
て
韓
国

語
ま
で
勉
強
会
を
ひ
ら
く
予

定
だ
。
「
お
か
み
さ
ん
の
力

で
地
域
を
盛
り
上
げ
よ
う

と
。
そ
れ
も
、
み
ん
な
で
楽

し
み
な
が
ら
な
ん
で
す
よ
」

と
会
計
担
当
の
鈴
木
八
重
子

さ
ん（
５０
）は
語
る
。

小
林
理
事
長
は
木
曽
風
景

街
道
推
進
協
議
会
の
会
長
も

務
め
る
。
妻
籠
宿
だ
け
で
な

く
木
曽
街
道
す
べ
て
の
歴
史

遺
産
を
調
べ
、
き
ち
ん
と
守

っ
て
い
く
と
と
も
に
、
有
機

的
に
連
関
さ
せ
、
「
木
曽
路

を
世
界
遺
産
に
」
を
目
標

に
、
活
動
を
強
化
し
よ
う
と

し
て
い
る
。

木
曽
路
の
シ
ン
ボ
ル
の
ひ

と
つ
に
上
松
町
の
「
赤
沢
自

然
休
養
林
」
が
あ
る
。
２０
年

に
１
度
の
伊
勢
神
宮
式
年
遷

宮
の
際
に
、
御
用
材
を
切
り

出
す
た
め
に
守
ら
れ
て
き
た

深
い
森
。
樹
齢
３
０
０
年
を

超
え
る
樹
林
は
、
森
林
浴
の

場
と
し
て
親
し
ま
れ
、
最
近

は
、
森
林
セ
ラ
ピ
ー
の
拠
点

と
し
て
も
注
目
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
貴
重
な
森
を
守
る

活
動
を
し
て
い
る
の
が
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
「
木
曽
ひ
の
き
の

森
」
。
森
林
管
理
署
と
協
力

し
て
下
草
刈
り
な
ど
の
森
の

保
全
活
動
や
、
訪
問
客
へ
の

ガ
イ
ド
役
な
ど
を
果
た
し
て

い
る
。
理
事
長
の
横
井
剛
さ

ん（
７４
）は
「
こ
の
森
を
ど
う

や
っ
て
守
っ
て
い
く
か
、
子

供
た
ち
に
森
を
知
っ
て
も
ら

う
活
動
を
い
ち
ば
ん
大
切
に

考
え
て
い
ま
す
」
と
い
う
。

赤
沢
を
担
う
人
に
、
宿
泊

施
設
「
去
来
荘
」
を
ま
か
さ

れ
て
い
る
若
宮
文
雄
さ
ん

（
５８
）、由
美
さ
ん（
５８
）夫
妻

が
い
る
。
も
と
も
と
営
林
署

員
の
現
場
宿
舎
だ
っ
た
粗
末

な
建
物
を
丁
寧
に
磨
き
上

げ
、心
の
こ
も
っ
た
料
理
で
、

再
訪
客
を
増
や
し
て
い
る
。

食
事
に
エ
ビ
や
マ
グ
ロ
は

出
さ
な
い
。
そ
の
日
と
れ
た

何
種
類
も
の
山
菜
と
ヤ
マ
メ

の
フ
ル
コ
ー
ス
が
基
本
だ
。

連
泊
の
人
以
外
に
は
肉
も
出

さ
な
い
。
ヤ
マ
メ
は
し
ゃ
ぶ

し
ゃ
ぶ
、
ぬ
た
和
え
、蒲
焼
、

て
ん
ぷ
ら
、
フ
ラ
イ
な
ど
に

調
理
す
る
。
天
然
も
の
は
入

手
し
き
れ
な
い
の
で
養
殖
も

の
を
使
う
が
、
清
水
の
池
で

２
週
間
く
ら
い
飼
い
、
臭
み

を
抜
い
て
、
調
理
直
前
の
午

後
４
時
に
絞
め
る
と
い
う
凝

り
よ
う
だ
。
食
器
は
弟
さ
ん

の
窯
を
借
り
て
自
分
で
焼

く
。
そ
の
手
作
り
の
味
わ
い

も
人
気
だ
。

４
月
中
旬
か
ら
１１
月
ま
で

の
開
園
で
冬
は
仕
事
が
な
く

な
る
。
そ
の
間
は
ゆ
っ
く
り

休
む
。
「
ア
ル
バ
イ
ト
な
ど

誘
っ
て
く
だ
さ
る
方
も
い
る

の
で
す
が
、
春
の
開
業
に
向

け
て
少
し
ず
つ
準
備
を
す
す

め
、
気
持
ち
を
高
め
て
い
き

た
い
」
と
い
う
。
「
赤
沢
の

魅
力
は
、
夜
の
闇
の
深
さ
。

子
供
た
ち
に
そ
れ
を
教
え
た

い
。
そ
し
て
す
ば
ら
し
い
星

の
輝
き
。
銀
河
森
林
鉄
道
を

実
現
さ
せ
た
い
な
と
思
っ
て

い
る
ん
で
す
。
駐
車
場
に
テ

ン
ト
を
張
っ
て
子
供
た
ち
を

泊
め
、
星
空
観
察
を
さ
せ
た

い
で
す
ね
え
」

「
木
曽
路
は
す
べ
て
山
の
中
で
あ
る
」

島
崎
藤
村
は
大
作「
夜
明
け
前
」を
、

こ
う
書
き
出
し
た
。
舞
台
と
な
っ
た
幕

末
の
激
動
か
ら
百
数
十
年
。
国
道
１９
号

は
立
派
に
整
備
さ
れ
、
伊
那
谷
か
ら
権

兵
衛
峠
を
越
え
て
木
曽
谷
を
横
断
し
、

飛
騨
ま
で
結
ぶ
国
道
３６１
号
も
整
備
が
進

む
。
し
か
し
、
山
深
く
残
さ
れ
た
豊
か

な
自
然
、
そ
し
て
中
山
道
の
名
残
を
色

濃
く
残
す
宿
場
町
と
温
か
な
人
情
、「
木

曽
路
」は
、今
も
人
々
を
ひ
き
つ
け
る
。

日
本
風
景
街
道
「
こ
こ
ろ
の
ふ
る
さ
と

�
木
曽
路
�
中
山
道
」
を
訪
ね
た
。

小林俊彦さん

妻籠宿のにぎわい

８

鈴木八重子さん
春の開業に備えて〝冬ごも

り〟の若宮夫妻

ヒノキの巨木の間を行

く遊歩道
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霊
峰
御
嶽
（
標
高
３
０
６

７
㍍
）
も
木
曽
の
シ
ン
ボ
ル

だ
。
御
嶽
教
登
山
の
メ
ー
ン

コ
ー
ス
は
王
滝
口
、
三
岳
口

だ
が
、
山
麓
の
魅
力
も
合
わ

せ
る
と
、
い
ま
観
光
の
メ
ー

ン
は
開
田
高
原
。
地
蔵
峠
の

急
坂
を
登
り
つ
め
た
と
た

ん
、
眼
前
に
現
れ
る
御
嶽
山

と
開
田
高
原
は
、
た
と
え
よ

う
も
な
く
美
し
い
。

旧
開
田
村
（
現
木
曽
町
開

田
）
は
早
く
か
ら
景
観
保
護

の
大
切
さ
に
目
覚
め
、
伝
統

的
建
造
物
の
保
存
や
、
新
築

に
も
伝
統
建
築
様
式
を
取
り

入
れ
る
な
ど
の
努
力
を
重
ね

て
き
た
。

リ
ー
ド
役
の
一
人
が
、
木

曽
町
役
場
職
員
の
大
目
富
美

雄
さ
ん（
５２
）。
地
元
の
言
葉

で
い
う
「
わ
ん
ぱ
く
小
僧
」

を
名
に
冠
し
た
「
が
っ
た
ぼ

会
」
の
メ
ン
バ
ー
と
と
も

に
、
イ
ベ
ン
ト
や
学
習
会
、

登
山
道
の
整
備
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
活
動
を
し
て
き
た
。
新

宿
区
の
居
酒
屋
を
借
り
切
っ

て
東
京
の
人
と
の
「
開
田
高

原
ふ
る
さ
と
交
流
会
」
を
開

い
た
こ
と
も
あ
る
。

実
業
家
で
中
軸
に
な
っ
て

い
る
の
は
、
Ｊ
タ
ー
ン
組
の

松
井
淳
一
さ
ん（
５４
）だ
。
３５

歳
の
と
き
外
資
系
企
業
を
や

め
て
木
曽
福
島
に
戻
り
、
開

田
村
で
ペ
ン
シ
ョ
ン
を
始
め

た
。
「
開
田
高
原
ア
イ
ス
ク

リ
ー
ム
」
を
興
し
、
年
商
１

億
円
に
ま
で
育
て
上
げ
た
。

そ
れ
だ
け
で
は
あ
き
た
ら

ず
、
「
お
ん
た
け
有
機
合
同

会
社
」
を
立
ち
上
げ
た
。
名

産
の
白
菜
、
そ
ば
に
加
え

て
、
さ
ま
ざ
ま
な
農
産
物
を

つ
く
り
、
そ
れ
を
加
工
し
て

付
加
価
値
を
つ
け
、
フ
ァ
ー

マ
ー
ズ
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
造
っ

て
売
る
。

廃
棄
物
は
出
さ
な
い
よ
う

に
有
機
肥
料
と
し
、
遊
休
農

地
は
借
り
あ
げ
た
り
、
高
齢

化
し
た
農
家
に
は
サ
ポ
ー
ト

隊
を
出
し
た
り
し
て
荒
れ
た

農
地
を
な
く
す
。
そ
う
い
う

循
環
型
の
地
域
社
会
を
つ
く

ろ
う
と
い
う
壮
大
な
構
想

だ
。
５
年
計
画
で
、
加
工
工

場
を
昨
年
建
設
、
最
初
に
、

と
う
も
ろ
こ
し
ゴ
ー
フ
レ
ッ

ト
の
生
産
を
は
じ
め
た
。
コ

ー
ン
ス
ー
プ
、
豆
腐
、納
豆
、

味
噌
な
ど
の
設
備
は
す
で
に

整
え
、
順
次
生
産
に
移
る
。

最
終
的
に
は
正
社
員
３０
人
、

パ
ー
ト
５０
人
、
計
８０
人
の
雇

用
を
生
み
出
す
。

「
卒
業
し
た
子
供
た
ち
が
、

残
り
た
い
と
思
う
ふ
る
さ
と

を
作
ら
な
く
て
は
。
生
き
生

き
し
た
地
域
が
で
き
て
こ

そ
、
観
光
に
訪
れ
る
人
た
ち

に
も
喜
ん
で
も
ら
え
る
は
ず

で
す
」。松
井
さ
ん
の
声
に
は

自
信
が
み
な
ぎ
っ
て
い
た
。

声
だ
け
聞
い
て
る
と
日
本
人

み
た
い
だ
と
言
わ
れ
ま
す
。
８

歳
の
時
に
母
と
イ
ラ
ン
か
ら
日

本
に
来
た
の
で
、
か
れ
こ
れ
１５

年
。
も
の
ま
ね
の
「
滝
川
ク
リ

サ
ヘ
ル
」
で
私
を
知
っ
て
下
さ

っ
た
方
が
多
い
で
し
ょ
う
か
。

好
き
な
言
葉
は
笑
顔
、
感
謝

そ
し
て
実
力
。
ど
ん
な
時
も
笑

顔
で
、
ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ
ん
あ

っ
て
の
自
分
で
あ
る
こ
と
を
忘

れ
ず
、
精
一
杯
の
力
を
出
そ
う

と
努
め
て
い
ま
す
。
ま
だ
力
不

足
で
時
々
情
け
な
く
な
り
ま
す

が
悪
女
と
か
犯
人
役
、
シ
ェ
イ

ク
ス
ピ
ア
劇
を
演
じ
ら
れ
る
女

優
に
な
り
た
い
。
何
年
か
か
っ

て
も
や
り
抜
く
粘
り
は
誰
に
も

負
け
ま
せ
ん
。

イ
ラ
ン
北
西

部
、
イ
ラ
ク
と

の
国
境
に
近
い
小
さ
な
町
に
生

ま
れ
た
私
が
海
を
渡
り
、
こ
う

し
て
芸
能
活
動
を
し
て
い
る
の

は
母
の
お
か
げ
。
私
は
イ
ス
ラ

ム
教
徒
で
す
が
、
母
は
私
に
と

っ
て
マ
リ
ア
様
み
た
い
な
人
で

す
。
イ
ラ
ク
の
空
爆
で
破
壊
さ

れ
た
が
れ
き
の
下
か
ら
私
を
見

つ
け
、
孤
児
院
か
ら
引
き
取
っ

て
く
れ
た
の
が
今
の
母
。
元
々

は
救
助
に
駆
け
つ
け
た
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
女
子
学
生
で
し
た
。

デ
ス
テ
ィ
ニ
ー
（
運
命
）
っ

て
あ
る
と
思
い
ま
す
。
私
は
家

族
で
た
っ
た
一
人
生
き
残
り
、

母
は
両
親
の
反
対
を
押
し
切
り

２０
代
前
半
の
独
身
の
身
で
養
母

に
な
っ
た
。
私
と
会
わ
な
け
れ

ば
、
名
家
出
身
の
母
の
人
生
は

全
く
違
っ
て
い
た
は
ず
で
す
。

実
家
か
ら
絶
縁
さ
れ
精
神
的
に

も
経
済
的
に
も
追
い
込
ま
れ
た

母
が
、
知
り
合
い
を
頼
っ
て
旅

立
っ
た
先
が
日
本
で
し
た
。

イ
ラ
ン
で
は
女
性
は
控
え
め

に
振
る
舞
い
ま
す
。
私
も
自
分

を
さ
ら
け
出
す
の
は
苦
手
だ
っ

た
し
、
み
す
ぼ
ら
し
か
っ
た
せ

い
な
の
か
中
学
で
は
い
じ
め
に

遭
い
ま
し
た
。
何
も
し
て
な
い

の
に
ど
う
し
て
？

い
ま
だ
に

理
解
で
き
ま
せ
ん
。
「
人
を
恨

む
と
自
分
が
醜
く
な
る
。
そ
の

人
た
ち
を
後
悔
さ
せ
る
よ
う
な

人
間
に
な
り
な
さ
い
」
。
耐
え

ら
れ
た
の
は
母
の
言
葉
が
あ
っ

た
か
ら
で
す
。

だ
か
ら
部
活
動
は
先
生
と
２

人
の
「
赤
土
部
」
。
学
校
の
後

ろ
の
土
手
か
ら
土
を
運
ん
で
来

て
、
ふ
る
っ
て
花
壇
に
使
う
ん

で
す
。
勉
強
ど
こ
ろ
じ
ゃ
な
い

毎
日
だ
っ
た
の
で
高
校
受
験
の

志
望
校
は
考
え
に
考
え
抜
き
ま

し
た
。
合
格
で
き
そ
う
な
学
校

が
限
ら
れ
て
い
る
な
ら
少
し
で

も
家
計
の
プ
ラ
ス
に
な
る
と
こ

ろ
、
と
選
ん
だ
の
が
都
立
園
芸

高
校
（
世
田
谷
区
）
。
収
穫
し

た
野
菜
を
自
由
に
持
ち
帰
れ
る

ん
で
す
。
助
か
り
ま
し
た
。

高
校
で
は
自
分
を
変
え
、
気

持
ち
を
し
っ
か
り
表
す
よ
う
意

識
し
ま
し
た
。
友

達
と
ふ
れ
あ
え
な

い
時
間
を
経
験
し

た
分
、
何
倍
も
人
が
好
き
に
な

り
、
も
っ
と
自
分
を
表
現
し
た

く
な
っ
た
ん
で
す
ね
。

夢
は
ハ
リ
ウ
ッ
ド
に
進
出
し

て
ア
カ
デ
ミ
ー
賞
を
と
る
こ

と
。
４０
に
な
ろ
う
と
５０
に
な
ろ

う
と
遅
咲
き
で
か
ま
い
ま
せ

ん
。
母
は
ペ
ル
シ
ャ
絨
毯
の
織

り
手
を
し
な
が
ら
私
を
支
え
て

く
れ
て
い
ま
す
。
「
や
る
か
ら

に
は
上
を
目
指
す
」
が
母
の
口

癖
。
自
分
の
道
の
頂
点
に
立

ち
、
い
つ
か
イ
ラ
ン
に
孤
児
院

を
作
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

社
団
法
人
日
本
道
路
建
設

業
協
会
は
、
協
会
と
会
員
企

業
が
良
き
企
業
市
民
と
し
て

地
域
社
会
の
利
益
と
発
展
に

貢
献
す
る
こ
と
が
、
豊
か
な

地
域
づ
く
り
の
一
助
に
な
る

と
の
認
識
の
も
と
に
平
成
１９

年
４
月
、
企
業
の
社
会
的
責

任
を
明
確
に
し
よ
う
と
、「
社

会
・
環
境
貢
献
活
動
指
針
」

を
策
定
し
ま
し
た
。

同
協
会
は
こ
の
指
針
に
従

い
、
業
界
の
特
長
を
生
か
し

た
社
会
・
環
境
貢
献
活
動
に

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
が
、
そ
の
活
動
の
一
環
と

し
て
、
全
国
８
支
部
で
「
道

の
駅
」
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体

外
式
除
細
動
器
）
の
寄
贈
、

設
置
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

Ａ
Ｅ
Ｄ
は
、
機
能
停
止
し

た
心
臓
に
電
気
刺
激
を
与

え
、
正
常
な
動
き
に
復
帰
さ

せ
る
医
療
機
器
で
、
一
般
の

人
で
も
使
用
が
可
能
な
た

め
、
公
共
施
設
を
重
点
に
、

全
国
で
設
置
が
進
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

道
路
関
係
で
は
、
高
速
道

路
の
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
に
ほ

と
ん
ど
設
置
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
一
般
道
で
は
ま
だ
ま
だ

設
置
個
所
が
少
な
い
状
況
に

あ
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
道

路
利
用
者
の
方
々
に
と
っ
て

安
全
・
安
心
確
保
の
一
助
に

な
れ
ば
、
と
設
置
を
進
め
て

い
ま
す
。

同
協
会
は
、
会
員
企
業
が

発
展
で
き
る
環
境
整
備
と
、

社
会
か
ら
一
層
高
い
評
価
を

得
ら
れ
る
団
体
倫
理
の
確
立

に
向
け
、
「
道
路
整
備
の
推

進
」
「
道
路
技
術
の
向
上
」

「
道
路
建
設
業
の
健
全
な
発

展
」を
、
理
念
と
し
て
お
り
、

さ
ら
に
「
社
会
・
環
境
貢
献

活
動
」
に
力
を
入
れ
る
こ
と

に
し
て
い
ま
す
。

全国の「道の駅」へＡＥＤ贈る

香川県さぬき市の道の駅「津田の松原」で、さぬき

市ＳＡ公社の三田正博事務長（左）にＡＥＤを寄贈

http:www.dohkenkyo.or.jp

大目富美雄さん

開田高原木曽馬の里からの御嶽も美しい

▲ 操業をはじめた「おんたけ有機

合同」加工工場の前で、上田清

社長（右）と松井淳一顧問

社会・環境貢献活動

私の道

ＡＥＤ寄贈の「道の駅」一覧

母
と
一
緒
に
、ト
ッ
プ
女
優
目
指
す

１
９
８
５
年
生
ま
れ
。
空
爆
で
自
宅
を
破
壊
さ
れ
４
歳
で
両
親
、
き
ょ
う
だ
い
１０
人
と
死
別
。
自
身

は
４
日
後
に
救
出
さ
れ
る
。
８８
年
８
月
の
イ
ラ
ン
・
イ
ラ
ク
戦
争
停
戦
後
も
ク
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
地
方
に

近
い
国
境
周
辺
で
は
散
発
的
に
イ
ラ
ク
軍
の
空
爆
が
続
い
て
い
た
。
Ｆ
Ｍ
ラ
ジ
オ
の
Ｊ
｜
Ｗ
Ａ
Ｖ
Ｅ
で

リ
ポ
ー
タ
ー
や
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
ー
を
務
め
、
０８
年
東
海
大
学
情
報
学
部
卒
業
と
同
時
に
本
格
的
に
タ

レ
ン
ト
活
動
を
開
始
。
自
伝
「
戦
場
か
ら
女
優
へ
」
（
文
藝
春
秋
）
を
１
月
に
刊
行
し
た
。

タ
レ
ン
ト

サ
ヘ
ル
・
ロ
ー
ズ
さ
ん

道
の
駅
に
あ
る
Ａ
Ｅ
Ｄ
ボ
ッ
ク
ス
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わ
が
国
は
国
土
の
大
部
分

を
急
峻
な
山
岳
が
占
め
る
一

方
、
年
間
雨
量
が
１
７
５
０

㍉
と
世
界
平
均
の
８
０
０
㍉

を
大
き
く
上
回
る
こ
と
に
加

え
、
梅
雨
・
台
風
に
よ
る
大

雨
に
よ
っ
て
、
豪
雨
災
害
が

発
生
す
る
危
険
性
が
高
い
状

況
に
あ
る
。

「
台
風
・
気
象
災
害
全
史
」

（
宮
澤
清
治
・
日
外
ア
ソ
シ

エ
ー
ツ
編
）
に
よ
る
と
、
風

水
害
の
最
も
古
い
記
録
は
５

６
７
年
、
欽
明
天
皇
時
代
に

あ
り
、
全
国
各
地
で
洪
水
、

飢
饉
が
起
き
た
と
書
か
れ
て

い
る
。
そ
の
後
の
風
水
害
と

し
て
は
、
元
寇
の
と
き
、
モ

ン
ゴ
ル
・
高
麗
連
合
軍
が
１

万
３
５
０
０
人
溺
死
（
１
２

７
４
年
、
文
永
の
役
）
と
１０

万
人
溺
死
（
１
２
８
１
年
、

弘
安
の
役
）
と
あ
る
の
が
象

徴
的
だ
が
、
風
水
害
の
記
録

は
、
か
ん
が
い
施
設
が
充
実

し
て
き
た
江
戸
時
代
以
降
に

数
多
く
残
さ
れ
て
い
る
。

わ
が
国
を
襲
っ
た
過
去
の

風
水
害
の
ワ
ー
ス
ト
２０
を
見

る
と
１
０
０
０
人
以
上
の
死

者
・
行
方
不
明
者
を
出
し
た

風
水
害
が
歴
史
上
頻
発
し
て

い
る
こ
と
が
分
か
る
。

最
大
の
も
の
は
１
８
５
６

年
「
安
政
３
年
の
大
風
災
」

で
、
猛
烈
な
台
風
が
江
戸
城

の
す
ぐ
西
を
通
り
、
江
戸
一

帯
を
暴
風
と
高
潮
が
襲
っ
た

と
あ
り
、
暴
風
雨
中
に
火
災

も
発
生
し
て
、
こ
の
大
風
災

に
よ
る
死
者
は
１０
万
余
名

（
『
近
世
史
略
』
）
と
さ
れ

る
。
そ
の
３０
年
ほ
ど
前
の
１

８
２
８
年
、
九
州
に
来
襲
し

た
「
シ
ー
ボ
ル
ト
台
風
」
で

は
、
有
明
海
で
高
潮
が
発
生

し
、
佐
賀
藩
だ
け
で
死
者
が

約
１
万
人
に
達
す
る
被
害
が

出
た
記
録
が
あ
る
。

１
７
４
２
年
の
「
寛
保
の

洪
水
」
は
、
徳
川
家
康
江
戸

入
府
以
後
の
江
戸
の
事
件
・

風
俗
・
社
会
事
情
な
ど
を
纏

め
た
「
武
江
年
表
」
に
よ
る

と
『
７
月
２８
日
よ
り
雨
降
り

続
く
。
８
月
朔
日
、
昼
八
半

時
よ
り
大
風
雨
、
夜
通
し
止

む
事
な
し
。
近
郊
大
水
漲
り

出
で
、
本
所
深
川
人
家
を
浸

し
、
大
川
通
り
水
勢
烈
し

く
、
両
国
橋
は
御
普
請
中
に

て
杭
を
流
し
、
永
代
橋
、
新

大
橋
損
じ
、
隅
田
川
土
手
切

れ
、
葛
西
へ
水
押
し
入
り
、

千
住
土
手
切
れ
る
。
５
日
、

又
利
根
川
堤
切
れ
、
次
第
に

水
か
さ
増
さ
り
、
溺
死
多

し
』
と
あ
る
。

以
下
、死
者
・
行
方
不
明
者

の
多
い
順
に
、
伊
勢
湾
台
風

▽
枕
崎
台
風
▽
室
戸
台
風
▽

戌
の
満
水
（
千
曲
川
洪
水
）

…
と
続
き
、
２０
位
の
南
紀
豪

雨
ま
で
が
１
０
０
０
人
以
上

の
犠
牲
者
を
出
し
て
い
る
。

年
降
水
量
減
少
も

集
中
豪
雨
が
頻
発

近
年
は
、
気
候
変
動
に
伴

い
年
降
水
量
が
減
少
傾
向
に

あ
る
一
方
で
、
集
中
豪
雨
が

頻
発
し
て
い
る
。
時
間
雨
量

５０
㍉
以
上
の
降
雨
の
発
生
回

数
を
見
る
と
、
昭
和
５１
～
６０

年
の
１０
年
間
が
平
均
２
０
９

回
だ
っ
た
の
に
、
昭
和
６１
～

平
成
７
年
で
平
均
２
３
４

回
、
平
成
８
～
１７
年
で
平
均

２
８
８
回
と
、
明
ら
か
に
増

加
傾
向
に
あ
る
。

時
間
雨
量
１
０
０
㍉
以
上

の
降
雨
発
生
回
数
で
見
て

も
、
昭
和
５１
～
６０
年
と
昭
和

６１
～
平
成
７
年
は
い
ず
れ
も

平
均
２
・
２
回
だ
が
、
平
成

８
～
１７
年
は
平
均
４
・
７
回

と
倍
増
し
て
い
る
。

特
に
平
成
１６
年
度
は
、
観

測
史
上
最
多
と
な
る
１０
個
の

台
風
が
上
陸
し
、
各
地
で
甚

大
な
被
害
が
発
生
。
わ
が
国

が
台
風
の
常
襲
地
帯
に
位
置

し
て
い
る
こ
と
を
、
改
め
て

思
い
知
ら
さ
れ
た
。

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整

備
に
よ
る
効
果

こ
の
よ
う
な
国
土
に
あ
っ

て
は
、
大
規
模
災
害
で
道
路

が
寸
断
さ
れ
た
場
合
で
も
、

代
替
路
を
確
保
し
、
孤
立
す

る
地
域
の
発
生
を
防
ぐ
と
と

も
に
、
災
害
発
生
時
に
必
要

な
物
資
を
確
実
に
輸
送
す
る

た
め
、
広
域
的
な
道
路
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
整
備
が
必
要
不

可
欠
だ
。

平
成
１６
年
の
台
風
２１
号
豪

雨
で
は
、
台
風
に
よ
る
被
災

に
伴
い
松
山
自
動
車
道
と
高

松
自
動
車
道
（
大
野
原
Ｉ
Ｃ

～
川
内
Ｉ
Ｃ
）、
国
道
１１
号
、

Ｊ
Ｒ
な
ど
が
通
行
止
め
や
運

行
休
止
と
な
り
、
愛
媛
県
新

居
浜
市
付
近
で
香
川
方
面
～

愛
媛
方
面
間
の
東
西
交
通
が

寸
断
さ
れ
た
。

こ
の
と
き
西
瀬
戸
自
動
車

道
の
交
通
量
が

約
３
倍
に

な
る
な
ど
、
高
速
道
路
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
が
迂
回
路
と
し

て
効
果
を
発
揮
し
、
被
災
地

へ
の
緊
急
物
資
の
輸
送
な
ど

に
重
要
な
役
割
を
果
た
し

た
。ま

た
、
災
害
の
お
そ
れ
の

あ
る
現
道
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で

は
、
防
災
対
策
の
優
先
順
位

を
考
え
た
上
で
、
道
路
の
法

面
対
策
な
ど
の
実
施
、
事
前

通
行
規
制
区
間
の
解
消
な
ど

を
図
る
こ
と
が
必
要
だ
。

台風２１号により四国東西方向の高速道路、

国道、ＪＲが寸断した際、しまなみ街道や

山陽道が迂回ルートとして活用

建
設
分
野
な
ど
の
Ｎ
Ｐ

Ｏ
５
団
体
が
、
２
月
５
日

東
京
・
土
木
学
会
に
お
い

て
シ
ビ
ル
フ
ォ
ー
ラ
ム

「
建
設
分
野
に
お
け
る
Ｎ

Ｐ
Ｏ
、
技
術
者
集
団
の
役

割
」
を
開
催
し
た
。

主
催
者
を
代
表
し
て

「
Ｉ
Ｔ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

『
市
民
と
建
設
』
」
の
花

村
義
久
理
事
長
の
挨
拶
を

受
け
て
、
「
参
加
各
団
体

と
も
、
建
設
分
野
に
関
係

あ
る
企
業
・
団
体
Ｏ
Ｂ
が

自
ら
保
有
す
る
知
識
・
技

術
・
ノ
ウ
ハ
ウ
を
社
会
へ

役
立
た
せ
る
」
こ
と
を
話

し
合
っ
た
。

連
絡
会
を
組
織
し
た
の

は
、
市
民
参
加
の
国
土
づ

く
り
・
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
て
い
る
「
Ｉ
Ｔ
ス
テ
ー

シ
ョ
ン『
市
民
と
建
設
』」

の
ほ
か
、
失
わ
れ
か
け
て

い
る
ベ
テ
ラ
ン
の
技
術
伝

承
に
努
め
る
「
温
故
創
新

の
会
」
▽
途
上
国
の
災
害

復
旧
活
動
に
尽
力
し
て
い

る
「
国
境
な
き
技
師
団
」

▽
公
共
構
造
物
を
維
持
管

理
す
る
人
材
育
成
に
取
り

組
む
「
橋
守
支
援
セ
ン
タ

ー
」
な
ど
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

５
団
体
。

◇

問
い
合
わ
せ
や
詳
細
は
、

「
Ｉ
Ｔ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

『
市
民
と
建
設
』」

Ｆ
Ａ
Ｘ

０４７
｜
４３９
｜
２
０

８
２

Ｅ‐

ｍ
ａ
ｉ
ｌ
i

n
f
o

@
i
t
s
t
a
t
i
o
n
.
j
p

わ
が
国
を
襲
っ
た

豪
雨
・
台
風
の
歴
史
風水害と道路

「道の駅検定」の準備をしています。

列島保全
への課題

全国の道の駅で配布しているフリーペーパー「道２１世紀新聞」（愛称：ルートプレス２１）の発行元、「人と道研究会」（特定非営利活動法

人）では、「道の駅」制度開始から１５周年目の節目を機会に、〝知のスタンプラリー〟をコンセプトに「道の駅検定」を今春から始めること

とし、現在、第１ステップの問題２００問のチェックを進めております。「道の駅検定」は、皆さまのご意見やアイデアを生かす参加型の検定

です。皆さまからの情報をお待ちしております。情報はメールＢＯＸ（kentei@route-press２１st．jp）へ、どんどんお寄せ下さい。

台風２１号による高速道路の大規模な土

砂災害（愛媛県新居浜市付近）＝出典：

国土交通省資料

・全国で道の駅が一番多いのは北海道ですが、二番目は何県でしょうか？

・徳島県内の道の駅で世界一を誇る巨大なタライのある駅は？

・トイレにグランドピアノが置いてある道の駅は？（ヒント本紙８～９面）

１，３２４

１，３００

１，２６９

１，１６１

１，１５８

１，１２４

１，７１９

１，７６１

１，４９６

１，３５７

死者数
行方不明者数

出典：台風・気象災害全史（宮澤清治、日外アソシエーツ編）

１９１７

１５４２

１９５８

１８９９

１９４２

１９５３

１８９３

１９５４

１８８９

１９１０

年

全 面

通行止め

（９／３０）

全 面

通行止め

（９／３０）

東京湾台風

暴風雨（島根）

狩野川台風

別子銅山を直撃した台風

周防灘台風

南紀豪雨

明治２６年の風水害
（大分ほか台風）

洞爺丸台風

十津川大水害（台風）

明治４３年の洪水
（関東大水害）

災害名

９月平日

（平均）

１５．１０．２

わが国を襲った豪雨災害の歴史

平成１６年台風２１号における事例

１５

１６

１７

１８

１９

２０

１２

１１

１３

１４

順位

３，７５６

３，０３６

２，８００

２，１４３

１，９９２

１，９３０

１０，０００以上

１００，０００余名

６，０００

５，０９８

死者数
行方不明者数

問題例

１９４５

１９３４

１７４２

１６７０

１８８４

１９４７

１８２８

１８５６

１７４２

１９５９

年

全 面

通行止め

（９／３０）

枕崎台風

室戸台風

戌の満水
（千曲川洪水）

大風雨・高潮
（大阪湾）

明治１７年の風水害
（岡山ほか台風）

カスリーン台風

シーボルト台風

安政３年の大風災
（関東ほか台風）

寛保の洪水
（関東・東山大暴雨）

伊勢湾台風

災害名

９月平日

（平均）

５

６

７

８

９

１０

２

１

３

４

順位

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
５
団
体
が
連
絡
会

出
典

国
土
交
通
省
資
料
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テ
レ
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
実

証
実
験
は
、
今
年
度
は
横
浜

市
青
葉
区
あ
ざ
み
野
１
丁

目
、
東
急
田
園
都
市
線
・
横

浜
市
営
地
下
鉄
あ
ざ
み
野
駅

の
す
ぐ
そ
ば
に
、
テ
レ
ワ
ー

ク
セ
ン
タ
ー
を
仮
設
し
、
運

営
は
同
省
が
委
託
し
た
社
団

法
人
日
本
テ
レ
ワ
ー
ク
協
会

が
担
当
し
た
。

か
ぎ
の
か
か
る
個
室
２
、

簡
単
な
仕
切
り
だ
け
の
個
人

用
ワ
ー
ク
ス
ペ
ー
ス
６
ブ
ー

ス
、
数
人
が
共
同
使
用
で
き

る
オ
ー
プ
ン
・
ワ
ー
ク
ス
ペ

ー
ス
、
会
議
室
、
休
憩
コ
ー

ナ
ー
を
設
け
、
高
速
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト

回

線
、
貸
し
出
し

用
パ
ソ
コ
ン
、

プ
リ
ン
タ
ー
や
テ
レ
ビ
電
話

な
ど
を
用
意
し
た
。

公
募
し
た
希
望
者
に
自
由

に
使
っ
て
も
ら
い
、
ど
ん
な

人
た
ち
が
ど
う
利
用
す
る

か
、
普
及
の
た
め
に
ど
の
よ

う
な
設
備
が
求
め
ら
れ
る

か
、
な
ど
を
探
る
狙
い
。
都

心
に
オ
フ
ィ
ス
の
あ
る
Ｉ
Ｔ

関
係
企
業

の

他
、
様
々
な
業

種
の
エ
ン
ジ
ニ

ア
、
管
理
職
、
事
務
職
や
自

営
業
者
ら
延
べ
約
６
６
０
人

が
利
用
し
た
。

同
協
会
は
ア
ン
ケ
ー
ト
の

回
答
を
集
計
、
分
析
中
だ
が

「
都
心
に
は
民
営
の
施
設
が

あ
る
も
の
の
、
郊
外
の
住
宅

地
に
は
な
い
。
低
料
金
で
利

用
で
き
る
公
的
テ
レ
ワ
ー
ク

施
設
が
あ
れ
ば

い
い
」
な
ど
の

声
が
多
か
っ
た
。

同
省
は
こ
う
し
た
声
も
踏

ま
え
、
２
月
１６
日
に
東
京
都

内
で
学
識
者
ら
に
よ
る
テ
レ

ワ
ー
ク
普
及
の
た
め
の
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
を
実
施
。
来
年
度

も
実
証
実
験
や

普
及
支
援
策
の

展
開
を
予
定
し

て
い
る
。ま
た
、既
存
施
設
を

活
用
す
る
た
め
図
書
館
や
道

の
駅
で
の
設
置
可
能
性
も
検

討
し
て
い
る
。

テ
レ
ワ
ー
ク
は
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
の
常
時
接
続
の
普
及

に
伴
っ
て
増
加
。
在
宅
勤
務

型
の
ほ
か
、
企
業
が
外
回
り

営
業
職
な
ど
の
た
め
に
設
け

た
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
や

レ
ン
タ
ル
オ
フ
ィ
ス
な
ど
の

施
設
利
用
型
、
交
通
機
関
内

や
ネ
ッ
ト
カ
フ
ェ
な
ど
、
出

先
か
ら
の
モ
バ
イ
ル
ワ
ー
ク

型
が
あ
る
。

国
交
省
な
ど
の
調
査
に
よ

る
と
、
テ
レ
ワ
ー
カ
ー
は
９０

年
代
に
は
全
国
で
１
０
０
万

人
以
下
だ
っ
た
が
、
０２
年
に

約
４
０
８
万
人
と
な
り
、
０５

年
に
は
約
６
７

４
万
人
と
、
就

業
者
人
口
の
約

１
割
に
ま
で
増
え
た
。

効
率
的
な
業
務
を
求
め
る

雇
用
側
だ
け
で
な
く
、
働
く

側
の
メ
リ
ッ
ト
も
あ
る
。
通

勤
ラ
ッ
シ
ュ
も
な
く
自
由
に

使
え
る
時
間
が
増
え
る
の

で
、
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン

ス
の
向
上
に
つ
な
が
る
▽
育

児
中
の
主
婦
や
障
害
者
の
雇

用
機
会
も
広
が
る
…
な
ど
、

評
価
が
高
ま
っ
て
き
た
。

政
府
は
０３
年
、
わ
が
国
全

体
の
Ｉ
Ｔ
化
を
促
進
す
る

「
ｅ
｜
Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ
戦
略

Ⅱ
」
の
中
に
、
１０
年
ま
で
に

テ
レ
ワ
ー
ク
人
口
を
就
業
者

人
口
の
２
割
に

高
め
る
こ
と
を

盛
り
込
ん
だ
。

こ
の
目
標
を
達
成
す
る
た

め
、
０７
年
５
月
の
関
係
省
庁

連
絡
会
議
で
、
テ
レ
ワ
ー
ク

人
口
を
１０
年
ま
で
に
１
３
０

０
万
人
に
倍
増
す
る
、
と
の

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
を
打
ち

出
し
推
進
を
図
っ
て
い
る
。

山
形
県
上
山
市
の
東
南
面

に
広
が
る
「
サ
ン
ラ
イ
ズ
ヒ

ル
」
。
市
街
地
に
あ
っ
て
、

小
高
い
丘
か
ら
は
緑
の
中
の

静
か
な
市
街
地
を
見
下
ろ
せ

る
。
「
自
然
と
調
和
し
有
意

義
な
人
生
を
過
ご
せ
る
安
住

の
里
」
と
し
て
売
り
出
し
中

の
こ
こ
は
、
大
工
職
人
で
も

あ
る
冨
田
辰
雄
・
環
境
工
学

博
士
（
８２
）
の
夢
を
結
実
さ

せ
た
分
譲
住
宅
地
だ
。

上
山
市
は
、
東
の
蔵
王
連

山
、
西
の
出
羽
丘
陵
に
囲
ま

れ
た
標
高
百
数
十
㍍
の
盆

地
。
市
街
中
心
部
に
は
蔵
王

か
ら
の
川
が
流
れ
、
南
北
に

長
い
市
街
に
沿
っ
て
葉
山
・

新
湯
・
湯
町
・
黒
沢
と
、
ど

こ
を
掘
っ
て
も
湧
き
出
る
温

泉
が
点
在
す
る
。

雄
大
な
蔵
王
連
峰
と
対
面

す
る
「
サ
ン
ラ
イ
ズ
ヒ
ル
」。

年
間
を
通
し
、
豪
雪
・
大
雨

・
台
風
・
地
震
な
ど
自
然
の

脅
威
が
少
な
く
、
自
然
の
恩

恵
は
ど
の
家
に
も
平
等
に
満

た
さ
れ
る
。

◇

冨
田
博
士
は
こ
う
語
る
。

「
大
工
職
人
の
私
は
、家
庭
を

構
築
す
る
住
宅
の
設
計
や
施

工
が
仕
事
。家
庭
と
は『
家
と

庭
』
。
家
は
建
物
、
庭
は
自

然
。
建
物
と
自
然
の
調
和
・

バ
ラ
ン
ス
に
よ
っ
て
構
成
さ

れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
」

「
住
宅
は
建
物
が
良
い
だ

け
で
な
く
、
そ
の
土
地
の
木

材
を
使
い
土
地
の
自
然
環
境

と
の
調
和
が
必
要
。
そ
ん
な

住
宅
に
幸
福
な
家
庭
が
築
か

れ
る
こ
と
を
目
の
当
た
り
に

し
ま
す
。
故
郷
の
こ
の
地

に
、
楽
し
く
穏
や
か
で
幸
福

感
に
満
ち
た
、
有
意
義
な
老

後
を
暮
ら
せ
る
よ
う
、
丘
陵

一
帯
、
自
然
の
ま
ま
の
住
宅

地
を
整
備
し
ま
し
た
」

「
道
の
駅
が
好
き
な
皆
さ

ん
。
第
２
、
第
３
の
人
生
を

過
ご
す
地
を
探
さ
れ
て
い
る

皆
さ
ん
に
、
こ
の
地
を
紹
介

し
た
い
と
思
い
ま
す
」

在
宅
勤
務
な
ど
Ｉ
Ｔ
を
活
用
し
た
新
し
い
働
き
方
「
テ
レ
ワ
ー
ク
」
。
普
及
が
進
め
ば
子
育
て
世
代
の
就
業
確

保
に
貢
献
で
き
る
こ
と
も
分
か
り
、
関
心
が
高
ま
っ
て
い
る
。
国
土
交
通
省
も
１
月
ま
で
約
４
カ
月
間
、
横
浜
市

内
で
テ
レ
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
の
実
証
実
験
を
し
た
。
２
０
１
０
年
ま
で
に
テ
レ
ワ
ー
ク
人
口
を
就
業
者
人
口
の
２

割
に
高
め
る
目
標
を
掲
げ
、
テ
レ
ワ
ー
ク
人
口
の
拡
大
に
努
め
て
い
る
。

食
糧
自
給
率
の
低
下
が
関

心
を
呼
ぶ
割
に
、
減
反
政
策

の
議
論
も
農
家
へ
の
所
得
補

償
問
題
も
、
国
民
的
議
論
に

な
ら
な
い
。
理
由
は
、
日
本

の
農
政
が
、
世
界
の
潮
流
か

ら
外
れ
て
い
る
こ
と
を
、
国

民
の
多
く
が
知
ら
な
い
こ
と

に
も
あ
る
。

１
９
９
３
年
に
決
着
し
た

ガ
ッ
ト
ウ
ル
グ
ア
イ
ラ
ウ
ン

ド
。
日
本
人
の
大
半
は
「
米

の
輸
入
自
由
化
が
決
定
し
た

会
議
」
と
思
っ
て
い
る
が
、

実
は
、
世
界
の
農
業
保
護
政

策
の
方
法
を
決
定
付
け
た
、

重
要
な
会
議
だ
っ
た
。

ラ
ウ
ン
ド
は
「
各
国
と
も

農
業
保
護
の
政
策
は
必
要
だ

が
、
世
界
の
自
由
貿
易
を
堅

持
す
る
た
め
、
農
業
保
護
政

策
の
方
法
論
を
変
え
よ
う
」

と
い
う
議
論
の
場
だ
っ
た
。

当
時
Ｅ
Ｕ
や
日
本
は
、
高

関
税
を
か
け
「
価
格
に
よ
っ

て
自
国
農
業
を
保
護
す
る
」

政
策
を
と
っ
て
い
た
。
こ
の

方
法
は
、
自
由
貿
易
の
視
点

か
ら
は
好
ま
し
く
な
い
。

ラ
ウ
ン
ド
は
、
自
由
貿
易

に
と
っ
て
望
ま
し
い
自
国
の

農
業
保
護
政
策
と
し
て
「
農

家
に
税
金
を
直
接
支
払
う
政

策
に
転
換
す
る
こ
と
が
好
ま

し
い
」
「
環
境
負
荷
を
軽
減

す
る
（
環
境
に
優
し
い
）
農

業
に
対
し
、
直
接
支
払
い
を

す
る
方
向
を
目
指
す
」
と
、

結
論
付
け
た
。

Ｅ
Ｕ
は
こ
れ
を
受
け
、
そ

の
方
向
に
農
業
政
策
を
大
き

く
転
換
し
、
環
境
政
策
と
農

政
の
連
携
を
図
っ
た
。

残
念
な
が
ら
、
日
本
は
税

金
を
直
接
支
払
う
道
を
選
択

せ
ず
、
関
税
化
を
選
択
し
、

今
日
に
至
っ
て
い
る
。
農
業

問
題
で
世
界
と
日
本
の
立
場

が
か
み
合
わ
な
い
理
由
の
一

つ
で
も
あ
る
。

（
原
耕
造
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
生
物
多

様
性
農
業
支
援
セ
ン
タ
ー
理

事
長
）

社
団
法
人
日
本
橋
梁
建
設

協
会
の
進
め
て
い
る
品
質
・

環
境
に
関
す
る
報
告
会
が
１

月
、
都
内
で
開
か
れ
た
。

「
橋
建
協

５
つ
の
誓

い
」
で
約
束
し
て
い
る
行
動

に
つ
い
て
、
品
質
の
確
保
や

環
境
保
全
活
動
を
品
質
・
環

境
委
員
会
の
重
点
課
題
と
位

置
付
け
、
開
催
し
た
。

中
島
威
夫
同
協
会
副
会
長

は
、
「
良
い
橋
を
残
し
て
い

く
。
こ
れ
は
子
々
孫
々
に
対

し
て
私
た
ち
に
課
せ
ら
れ
た

義
務
」と
挨
拶
し
た
。
ま
た
、

環
境
対
策
を
効
果
的
に
進
め

た
い
企
業
・
団
体
向
け
に
環

境
省
が
策
定
し
た
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
「
エ
コ
ア
ク
シ
ョ
ン

２１
」
の
認
証
・
登
録
制
度
を

担
当
す
る
、
財
団
法
人
地
球

環
境
戦
略
研
究
機
関
（
Ｉ
Ｇ

Ｅ
Ｓ
）
持
続
性
セ
ン
タ
ー
エ

コ
ア
ク
シ
ョ
ン
２１
中
央
事
務

局
の
森
下
研
次
長
が
「
エ
コ

ア
ク
シ
ョ
ン
２１
で
築
く
環
境

経
営
」
に
つ
い
て
講
演
し

た
。森

下
次
長
は
「
環
境
問
題

に
熱
心
で
持
続
可
能
な
社
会

を
め
ざ
す
企
業
は
、
今
や
国

際
的
評
価
も
高
い
が
、
逆
に

鈍
感
な
企
業
は
今
後
生
き
残

れ
な
く
な
る
だ
ろ
う
」
と
解

説
。
「
エ
コ
ア
ク
シ
ョ
ン
２１

は
、
中
小
事
業
者
で
も
比
較

的
容
易
・
効
率
的
に
総
合
的

な
環
境
対
応
が
可
能
に
な

る
。
対
外
的
信
用
の
向
上
だ

け
で
な
く
、
生
産
性
向
上
な

ど
経
営
面
の
メ
リ
ッ
ト
も

大
き
く
、
自
治
体
ぐ
る
み
の

導
入
も
盛
ん
だ
」
と
紹
介
し

た
。品

質
・
環
境
委
員
会
も
、

エ
コ
ア
ク
シ
ョ
ン
２１
の
認
証

・
登
録
を
積
極
的
に
検
討
す

る
こ
と
に
し
て
い
る
。

【ア ク セ ス】山形新幹線「かみのやま温泉」駅から

住宅地入り口まで２．１㌔／車で４分。

ＪＲ山形駅から新幹線１０分／奥羽本線１２分

【問い合わせ】山形県上山市大石三千刈土地区画整理組合

（理事長・冨田辰雄）

三井通産株式会社 ☎０３‐３２９５‐０２７１

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
使
い

蔵 王 連 峰 を 一 望

山形県上山市に「サンライズヒル」

国交省

モ
バ
イ
ル
ワ
ー
ク
型

横
浜
で
実
証
実
験
成
果
あ
が
る

２１世紀に向け
自然と調和

在
宅
勤
務
型

施
設
利
用
型

一
層
、
最
先
端
技
術
磨
く

「
報
告
会
」
で
取
り
組
み
総
括
日本橋梁
建設協会

子
育
て
世
代
の
就
業
確
保
に

貢

献

２
０
１
０
年
ま
で
に
１
３
０
０
万
人
目
標

世
界
と
日
本

か
み
合
わ
ぬ

農
業
保
護
策

環境政策と

農政を連携

価格政策から直接支払政策への転換の理由
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眼下に最後の清流、四万十川を望む駅。川辺までの下り

口も整備され、川べりの散策もできる。

トイレに入ると、センサーが反応し、歌手、さとう宗幸

さんの歌う四万十町大正地区のイメージソング「四万十の

青き流れ」が流れる。さとうさんが同地区を訪れた際に、

依頼して完成した曲だという。

駅ではこの歌のカセットテープを１本５００円で販売中。

（高知道須崎東ＩＣからＲ３８１）

道の駅のある同市美和地区は空気が澄んで星

空がよく見える街。駅のメーン施設は「みわ★

ふるさと館北斗星」、そのトイレは「満てんトイ

レ」。

名前の通り、ト

イレの天井には星

座。入り口は、男

子がジェームス・

ディーンやチャッ

プリン、女子がＡ

・ヘプバーンやグ

レース・ケリーら

のポスターのコラ

ージュで表記され

ている。

星（スター）と

ポスターをかけた

洒落（しゃれ）だ

そうだ。（常磐道

那珂ＩＣからＲ１１

８経由Ｒ２９３）

道の駅のトイレは２４時間対応。長時間のドラ

イブで我慢の限界に達した時、なんとかぎりぎ

り間に合ってほっとした人も多いはず。そんな

トイレを全国的視野で見渡すと、各地にユニー

クな施設を備えた道の駅が次々と出現。近年は

災害時の対応策などを考慮したトイレも増えて

きている。年を追うごとに進化し続ける道の駅

のトイレを特集する。

題して「道の駅トイレ物語」――。

ふた付きどんぶりの外観で

その名も「どんぶり会館」が

メーン施設。館内の女性トイ

レは、一流ホテル並みのカー

ペット敷き。更衣室と３席の

パウダールームも付いてい

る。

２４時間対応の屋外トイレは

小どんぶりの形。内外装に

は、館内、屋外とも織部焼の

レリーフで飾られ、屋外トイ

レ入り口には美濃焼の陶芸作

品が展示されている。美濃焼の陶器に季節の花を飾る心遣

いも。（中央道土岐ＩＣからＲ２１経由多治見恵那線）

メーン施設の左側にあるトイレは「きよらかトイレ」の

愛称。近くの八溝（やみぞ）山系から

切り出したスギ材を使い、周囲の環境

と調和した安らぎと温もりのある空間

を作り出している。

那珂川町は、江戸時代、水戸藩の御

用窯があった土地で、小砂（こいさご）

焼と呼ばれる焼き物が現代に伝わる。

このためトイレの男女別の

表示板には、小砂焼が使われ

ている。（東北道宇都宮ＩＣ

からＲ２９３）

彩色豊かな中国風の外観が特徴的な、あいおい白龍城駅

のトイレ。

「ペーロン」は

中国発祥のボート

レースで、１７世紀

に長崎に伝わっ

た。長崎出身の造

船所従業員が当地

に伝え、相生ペー

ロン祭りのメーン

イベントとなって

いる。

元々は天然温泉とレストランが併設された施設だった

が、２４時間対応のトイレと休憩所を開設し、０２年に道の駅

となった。（山陽道竜野西ＩＣからＲ２経由Ｒ２５０）

小見出しは、トイレの特徴、道の駅の所在

地、駅名、駅の電話番号の順。文末のカッコ

内は高速道路ＩＣから道の駅への主なルート

トイレの入り口にあるのは「手水庵」と刻まれた石の門

標。思わず立ち止まってしまうほどで、料亭に入るような

雰囲気。庭園風の中庭もあって、奇麗と評判。

「集客できる施設を」という発想から、道の駅開設当時

は竜宮城風のトイレを目指したとか。その後、紆余（うよ）

曲折を経て和風に落ち着いた。

道の駅は国道２０４号、国道バイパスの合流部にあり、福

岡方面から平戸への観光ルートの中間地点に位置してい

る。（西九州道佐世保三内ＩＣからＲ２０４）

伊達市内から支笏湖へ抜ける

国道沿いにある駅舎は全長２００

㍍、と世界最大級のログハウ

ス。

男子２３器、女子１３器と広いト

イレのそばには、グランドピア

ノが鎮座、曜日ごとに癒やしの音楽を奏でる。鑑賞用の座

席もあり、〝ほっと〟した後に耳を傾けて行く人も多い。

トイレの床も大理石の豪華版。女子トイレにはパウダール

ームもある。（道央道伊達ＩＣからＲ４５３経由Ｒ２７６）

９６年に日本トイレ学会からグッド１０トイレ賞の表彰を受

けた優良トイレ。

ペーパーの交換を個室の外側からできるよう、メンテナ

ンススペースを設置するなど工夫がいっぱい。

女性トイレには一度に５人が使用できるパウダーコーナ

ーを設置、個室にはベビーベッドもある。子供用の小さな

便器を備えた個室も。洗面台はよくある壁際ではなく、中

央部に設置され、荷物を台において手を洗える。（東北道

二本松ＩＣからＲ４）

❶松松浦浦海海ののふふるるささとと館館

❷豊前おこしかけ

❸四四万万十十大大正正

❹あいおい白龍城

❺ししんんああささひひ風風車車村村

❻土岐美濃焼街道

０４年の中越地震では、多くの被災者がトイレの悩みに直

面した。その教訓を踏まえて災害時に避難拠点となれるよ

う整備された道の駅。

断水時には汲み取り式に切り替えて利用できるようにし

た。また非常用発電装置や消雪用井戸水の「ろか装置」も

備え、災害時の拠点として、地域の期待を集めている。（能

越道高岡ＩＣからＲ８）

国道１０号沿いの道の駅。日本に道の駅構想が誕生する以

前、「トイレを中核にした地域おこしの拠点をつくろう」

という発想からス

タートし、２０００年

にオープンした。

トイレに着目し

たのは、市内に東

陶機器（ＴＯＴ

Ｏ）関連会社やト

イレットペーパー

製造の大分製紙の

工場があったた

め。開設にあたりＴＯＴＯはプロジェクトチームも設置し

た。

５０００坪の敷地の中央がトイレ。テント式の屋根は昼は自

然光を通し、夜は道の駅の照明を取り入れている。美化に

も心を配り、「日本一おもいやりのあるトイレ」を標榜（ひょ

うぼう）している。（九州道小倉東ＩＣからＲ１０）

琵琶湖畔にある道の駅。８８

年、水質浄化のための電力を自

然エネルギーでまかなおうと発

電機能を持つ風車が設置され、

景観整備としてオランダ風車が

設置された。

トイレ舎＝写真

＝はレストラ

ン、売店とおそろ

いの淡いピンク色

＝同＝で、メル

ヘンチックな雰囲

気を醸し出してい

る。

お隣の花しょう

ぶ園のトイレは、地球にやさしいバイオトイレ。（名神高

速京都東ＩＣから湖西道路経由Ｒ１６１）

長野五輪開催決定を機に整備されたオリンピック道路

（長野―白馬）沿いの道の駅。床、天井、壁の隅

々まで総御影石造りで、利用者を驚かせる。

工費は１億円。御影石を利用したのはゴージャ

ス感を出すためかと思いきや、「維持管理が楽だ

ったから」と当時の村の担当者。

タイル造りだと目地に汚れがたまるなどして掃

除が大変だが、御影石だと水を流せばＯＫだとい

う。（長野道更埴ＩＣからＲ１９経由長野大町線）

ふるさと創生事業の１億円を投入し整備した通称「１億

円トイレ」。女子トイレにはベビーベッドが設置され、子

供用トイレもある。

今ではありふれた設備だが、９２年の開業当時は先進的だ

った。男子用には、前面がガラス張りで開放感に浸れるト

イレも３器ある。

同市二ツ井町は「きみまち恋文全国コンテスト」が行わ

れる恋文の町として知られる。県立自然公園「きみまち阪」

は駅から徒歩５分。（秋田道二ツ井白神ＩＣからＲ７）

❼万万葉葉のの里里高高岡岡

❽中条

❾ばばととうう

❿みわ

安安達達・・智智恵恵子子のの里里

ふたつい

フフォォーーレレスストト２２７７６６大大滝滝

道
の
駅
８
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Ｃ
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Ｍ
版
Ｙ
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版










みわ ☎０２９５・５８・３９３９

フォーレスト２７６大滝 ☎０１４２・６８・６０４１

北海道伊達市

茨城県常陸太田市

グランドピアノ

満てんトイレ

１３

ふたつい ☎０１８５・７３・５０７５

安達・智恵子の里 ☎０２４３・６１・３１００

１０

福島県二本松市

秋田県能代市

おもてなしトイレ

１億円トイレ

１１

１２

ばとう ☎０２８７・９２・５７５７

栃木県那珂川町



❿





❾
❽

❻

❼

きよらかトイレ

❺

❹

❸

❷

９

❶

中条 ☎０２６・２６７・２１８８

土岐美濃焼街道 ☎０５７２・５９・５６１１

万葉の里高岡 ☎０７６６・３０・００１１

長野県中条村

岐阜県土岐市

富山県高岡市

御影石でゴージャス

断水時も利用できる

織部焼レリーフ

８

６

７

四万十大正 ☎０８８０・２７・００８８

しんあさひ風車村 ☎０７４０・２５・６４６４

あいおい白龍城 ☎０７９１・２３・５９９５

兵庫県相生市

高知県四万十町

滋賀県高島市

ミュージックトイレ

オランダ風のトイレ舎

中国の御殿風４

３

５

松浦海のふるさと館 ☎０９５６・７２・２２７８

豊前おこしかけ ☎０９７９・８４・０５４４

福岡県豊前市

長崎県松浦市

日本一思いやりのあるトイレ

料亭風な手水庵

２

１










Ｃ
版
Ｍ
版
Ｙ
版
親
版



2

月

28

日





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道
路
を
走
っ
て
い
る
と
、
山
岳

部
な
ど
で
は
「
こ
の
道
路
は
連
続

雨
量
が
×
×
㍉
㍍
に
な
る
と
通
行

が
で
き
な
く
な
り
ま
す
」
と
い
う

意
味
の
看
板
に
出
合
う
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
こ
れ
は
道
路
ぎ
わ
の
斜

面
な
ど
が
大
雨
に
よ
っ
て
崩
れ
る

こ
と
が
あ
り
、
そ
の
場
所
で
の
経

験
か
ら
×
×
㍉
㍍
に
な
る
と
崩
落

の
可
能
性
が
高
く
な
る
こ
と
が
わ

か
っ
て
い
る
た
め
に
、
通
行
す
る

車
な
ど
が
そ
の
危
険
に
遭
わ
な
い

よ
う
に
、
あ
ら
か
じ
め
交
通
を
遮

断
し
て
し
ま
う
と
い
う
も
の
で
、

公
安
委
員
会
で
は
な
く
道
路
管
理

者
が
道
路
法
を
根
拠
に
行
っ
て
い

る
規
制
で
す
。

崩
れ
て
物
理
的
に
通
れ
な
く
な

っ
て
い
る
な
ら
と
も
か
く
「
過
去

に
崩
れ
た
か
ら
」
「
崩
壊
す
る
危

険
が
あ
る
か
ら
」
と
い
う
だ
け
で

走
れ
な
く
す
る
の
は
ひ
ど
い
で
は

な
い
か
、
と
思
わ
れ
る
人
も
多
い

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
実
は
、
こ
れ

は
過
去
の
事
故
に
基
づ
く
高
裁
の

判
決
か
ら
発
し
た
規
制
な
の
で

す
。昭

和
４３
年
８
月
に
岐
阜
県
内
の

国
が
管
理
す
る
国
道
４１
号
で
、
後

に
「
飛
騨
川
バ
ス
転
落
事
故
」
と

呼
ば
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
事
故
が

起
こ
り
ま
し
た
。
当
時
、
事
故
が

あ
っ
た
場
所
で
は
、
豪
雨
の
た
め

落
石
や
土
砂
崩
れ
が
発
生
し
、
そ

れ
に
挟
ま
れ
て
観
光
バ
ス
６
台
が

走
行
を
や
め
て
路
肩
に
止
ま
っ
て

い
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
そ
こ
は
渓
流
の
出

口
に
あ
た
る
場
所
で
あ
っ
た
た

め
、
豪
雨
に
よ
っ
て
生
じ
た
土
石

流
が
道
路
に
達
し
、
止
ま
っ
て
い

た
バ
ス
の
う
ち
２
台
を
押
し
流
し

ま
し
た
。
乗
客
や
乗
務
員
の
１
０

４
人
が
命
を
落
と
す
と
い
う
、
バ

ス
事
故
史
上
最
悪
の
事
故
と
な
っ

た
の
で
し
た
。

こ
の
事
故
に
つ
い
て
は
、
い
く

つ
も
の
裁
判
が
行
わ
れ
ま
し
た

が
、
道
路
管
理
を
問
う
裁
判
も
提

起
さ
れ
、
国
は
事
故
は
予
見
不
可

能
だ
っ
た
と
主
張
し
ま
し
た
。
し

か
し
、
予
見
は
不
可
能
で
も
危
険

の
可
能
性
が
あ
れ
ば
通
行
を
止
め

る
こ
と
は
で
き
た
は
ず
だ
、
と
す

る
高
裁
判
決
を
受
け
入
れ
、
上
告

を
断
念
し
た
の
で
す
。

こ
う
し
て
世
界
に
ま
ず
例
の
な

い
「
事
前
通
行
規
制
区
間
」
が
全

国
に
設
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
十
分
で
は
な
い

山
間
地
域
ほ
ど
、
雨
に
よ
る
交
通

遮
断
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
の

で
す
。
四
国
は
雨
も
多
い
し
山
間

部
も
多
い
地
方
で
す
が
、
こ
こ
で

は
国
管
理
の
道
路
延
長
の
１２
％
も

が
事
前
通
行
規
制
と
な
っ
て
い
ま

す
し
、
県
が
管
理
す
る
道
路
で
は

２２
％
に
も
達
し
て
い
ま
す
。
従
っ

て
、
地
方
ほ
ど
、
い
つ
で
も
安
心

し
て
使
え
る
道
路
が
ほ
し
い
、
と

の
要
求
が
切
実
な
の
は
当
然
な
の

で
す
。

国
道
２
９
４
号
は
東
京
の

ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
、
千
葉
県
柏

市
か
ら
福
島
県
会
津
若
松
市

へ
通
じ
る
延
長
２
４
１
㌔
の

ル
ー
ト
で
あ
る
。
東
京
か
ら

北
へ
進
み
、
取
手
市
で
茨
城

県
に
入
る
。
そ
の
ま
ま
約
１

時
間
半
、
右
手
に
筑
波
山
を

眺
め
な
が
ら
走
る
と
、
田
園

地
帯
を
背
景
に
、
昔
の
城
砦

の
よ
う
な
３
階
建
て
が
目
に

入
っ
て
く
る
。
そ
れ
が
道
の

駅
「
し
も
つ
ま
」。

駅
は
広
さ
約
２
㌶
。
経
営

す
る
の
は
株
式
会
社
「
ふ
れ

あ
い
下
妻
」
。
第
３
セ
ク
タ

ー
だ
。
市
や
地
元
の
企
業
、

農
協
な
ど
が
出
資
、
総
事
業

費
１６
億
円
を
投
じ
て
１
９
９

９
年
９
月
に
オ
ー
プ
ン
し

た
。２

９
４
号
の
交
通
量
を
考

慮
し
、
駐
車
場
の
ほ
ぼ
半
分

を
大
型
車
両
で
占
め
る
。「
東

北
自
動
車
道
、
常
磐
自
動
車

道
の
中
間
に
駅
が
あ
る
関
係

で
、
昼
夜
を
問
わ
ず
大
型
車

両
が
か
な
り
通
り
ま
す
か

ら
」
と
駅
助
役
の
大
塚
富
美

男
さ
ん
。
と
く
に
昨
年
の
ガ

ソ
リ
ン
価
格
急
騰
後
は
高
速

道
路
を
避
け
、
地
元
の
人
が

「
ふ
・
く
・
よ
」
街
道
と
も

呼
ぶ
２
９
４
号
を
使
う
数
が

増
え
た
と
い
う
。

駅
舎
３
階
の
展
望
台
に
上

っ
た
。
東
に
筑
波
山
を
く
っ

き
り
望
む
。

ア
ー
ト
ギ
ャ

ラ
リ
ー
と
研

修
室
の
あ
る

２

階

を

経

て
、１
階
へ
。

和
食
レ
ス
ト

ラ
ン
や
そ
ば

店（「
そ
ば
打

ち
め
い
じ
ん

亭
」）、
農
産

物
直
売
所
、

観

光

物

産

館
、
ア
イ
ス

ク
リ
ー
ム
コ

ー
ナ
ー
、
総

合
案
内
所
と

い
っ
た
多
く
の
駅
で
見
ら
れ

る
定
番
施
設
の
ほ
か
、
宝
く

じ
売
り
場
ま
で
あ
る
で
は
な

い
か
。
そ
し
て
、「
納
豆
工
場
」

「
味
噌
漬
物
加
工
施
設
」
も
。

茨
城
の
伝
統
と
い
え
ば
水

戸
納
豆
。
こ
の
駅
の
工
場
で

は
下
妻
契
約
農
家
産
大
豆
１

０
０
％
で
製
造
し
て
い
る
。

出
来
た
て
の
「
し
も
つ
ま
納

豆
・
福
よ
来
い
」
を
土
産
品

に
と
手
に
取
る
客
は
多
い
。

そ
う
い
え
ば
、
そ
ば
店
の
材

料
も
地
元
産
の
「
常
陸
秋
そ

ば
」
だ
。

地
元
農
家
の
主
婦
ら
約
３０

人
で
組
織
す
る
「
食
と
農
を

考
え
る
女
性
の
会
」
の
メ
ン

バ
ー
が
、
味
噌
や
漬
物
、
ア

イ
ス
ク
リ
ー
ム
、
梨
ジ
ャ

ム
、
ハ
ム
な
ど
を
製
造
、
直

販
し
て
い
る
。

ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
と
利

用
者
は
、
県
内
４０
％
、
続
い

て
千
葉
県
２０
％
、
埼
玉
県
１４

％
、
東
京
都
１０
％
、
栃
木
県

・
そ
の
ほ
か
各
８
％
だ
っ

た
。
こ
こ
数
年
は
７５
万
人
前

後
の
駅
利
用
者
を
キ
ー
プ
し

て
い
た
が
、
不
況
の
せ
い
で

今
年
度
は
５
％
減
と
推
測
し

て
い
る
。

「
お
客
の
ほ
と
ん
ど
は
リ

ピ
ー
タ
ー
で
す
が
、
景
気
が

悪
く
な
る
と
買
い
控
え
傾
向

と
な
り
、
土
産
品
な
ど
物
産

館
は
厳
し
く
な
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
生
鮮
食
料
品
の
野

菜
を
販
売
し
て
い
る
農
産
物

直
売
所
は
好
調
で
す
」
と
大

塚
さ
ん
。

道
の
駅
に
も
消
費
者
の
生

活
防
衛
の
風
が
吹
く
。
し
か

し
、
ス
タ
ッ
フ
た
ち
は
地
元

の
素
材
を
生
か
し
た
物
を
よ

り
多
く
提
供
し
よ
う
と
創
意

工
夫
を
凝
ら
し
、
下
妻
ら
し

さ
の
追
求
に
余
念
が
な
い
。

阿
蘇
外
輪
山
の
ふ
も
と
、
熊
本

県
山
都
町
に
あ
る
石
組
み
ア
ー
チ

型
の
通
潤
橋
（
つ
う
じ
ゅ
ん
き
ょ

う
∥
全
長
７９
㍍
、
幅
６

㍍
、
高
さ
２１
㍍
）
は
人

・
車
を
通
す
橋
で
は
な

く
、
通
水
管
で
水
を
渡

す
水
路
橋
で
あ
る
。

通
潤
橋
の
南
西
側
に

広
が
る
白
糸
台
地
は
、

周
囲
を
五
老
ケ
滝
、
千

滝
、
笹
原
川
に
囲
ま
れ

な
が
ら
水
が
乏
し
く
、

農
業
用
は
も
と
よ
り
飲
料
水
に
も
事
欠

く
状
態
だ
っ
た
。
幕
末
ペ
リ
ー
の
来
航

騒
ぎ
の
最
中
に
地
元
の
石
工
ら
の
技

術
、
住
民
の
献
金
と
労
力
奉
仕
で
こ
の

水
路
橋
が
完
成
し
た
。

逆
サ
イ
ホ
ン
と
呼
ば
れ
る
水
路
連
で

対
岸
に
水
を
送
る
特
異
な
構
造
。

通
潤
橋
の
お
か
げ
で
白
糸
台
地
は

水
の
悩
み
か
ら
開
放
さ
れ
、
豊
か

な
農
耕
地
に
な
っ
た
。

橋
の
中
央
両
側
に
あ
る

放
水
口
は
水
路
の
ゴ
ミ
を

流
す
た
め
だ
が
、
１
｜
３

月
、
Ｇ
Ｗ
明
け
か
ら
６
月

末
を
除
く
土
日
曜
祝
日
の

正
午
に
１５
分
間
放
水
す

る
。
こ
れ
が
う
わ
さ
の
観

光
放
水
。
豪
快
な
放
水
を

見
る
た
め
年
間
約
３０
万
人

が
集
ま
り
、
道
の
駅
通
潤
橋
か
ら
放
水

を
正
面
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

橋
は
国
の
重
要
文
化
財
、「
通
潤
用
水

と
白
糸
台
地
の
棚
田
」
は
国
の
重
要
文

化
的
景
観
、
農
林
水
産
省
の
疏
水
百
選

に
そ
れ
ぞ
れ
指
定
・
選
定
さ
れ
て
い
る
。

④

大石久和

通
潤
橋

豪快な観光放水 ３０万人も

安
心
な
道
路
へ
「
事
前
通
行
規
制
」

道の駅は大都市ほど少ない。大型スーパーや地元商店と競

合し、農産物は栽培されていないためだ。茨城県は９駅。そ

の中で筑波研究学園都市にほど近い「しもつま」は、「いつ

も元気に前向きに」を合言葉に、地域活性化に努めている。

道
の
駅
「
し
も
つ
ま
」

地
元
の
素
材
で

下
妻
ら
し
さ
を

出
来
立
て
の
１
０
０
％
納
豆
が
人
気

■経営＝ふれあい下妻（社長＝小倉

敏雄・下妻市長）■営業時間＝売り

場・季節によって違うが、午前９時

～午後７時半（年中無休）■駐車＝

普通６９台、障害者用１台、大型５１台

■常磐自動車道谷和原ＩＣ、同土浦

北ＩＣから各約１時間■〒３０４‐００１６

茨城県下妻市数須１４０（☎０２９６・３０

・５２９４）。

道の駅「しもつま」はシックな姿
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標
高
５
４
０
㍍
の
山
合
い

な
の
に
名
前
に
な
ぜ
「
鯛
」

が
？

言
い
伝
え
で
は
鎌
倉

時
代
に
当
地
の
豪
族
、
田
島

家
と
南
隣
の
肥
後
の
豪
族
、

菊
池
家
の
間
で
婚
姻
が
成

立
、
菊
池
家
が
お
祝
い
に
送

っ
た
オ
ス
、
メ
ス
２
匹
の
鯛

が
山
村
に
到
着
し
た
途
端
、

石
の
上
で
躍
り
上
が
り
向
き

合
う
格
好
で
固
ま
っ
て
し
ま

っ
た
。
そ
こ
か
ら
「
鯛
が
生

ま
れ
変
わ
っ
た
石
」
と
名
づ

け
ら
れ
、
こ
の
辺
り
が
鯛
生

（
た
い
お
）
と
言
わ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。

金
山
発
見
は
１
８
９
４

（
明
治
２７
）
年
に
始
ま
り
、

１
９
３
８
（
昭
和
１３
）
年
に

は
年
産
出
量
が
東
洋
一
の
２

・
３
㌧
と
最
盛
期
を
迎
え

た
。
し
か
し
第
二
次
大
戦
と

と
も
に
操
業
規
模
は
減
衰
、

戦
後
も
有
望
な
鉱
脈
を
見
つ

け
ら
れ
ず
７２
（
昭
和
４７
）
年

つ
い
に
閉
山
し
た
。

そ
の
往
時
を
伝
え
る
の
が

管
理
事
務
所
か
ら
西
２
０
０

㍍
に
あ
る
地
底
博
物
館
だ
。

坑
内
は
総
延
長
１
１
０
㌔
の

坑
道
が
縦
横
に
走
り
５
本
の

立
て
坑
が
海
抜
０
㍍
ま
で
掘

ら
れ
た
。
見
学
コ
ー
ス
は
そ

の
う
ち
約
８
０
０
㍍
、
約
４０

分
間
の
タ

イ
ム
ト
ン

ネ
ル
。
当

時
の
エ
レ

ベ
ー
タ
ー

や
パ
ワ
ー

シ

ョ

ベ

ル
、
採
掘

風
景
が
復

元
、
展
示

さ
れ
て
い

る
。こ

の
道

の
駅
で
は

地
元
特
産

品
を
使
っ
た
「
５
つ
の
体

験
」
を
味
わ
え
る
。
緑
茶
や

山
モ
モ
な
ど
を
煮
て
染
め
る

「
草
木
染
体
験
」
（
所
要
時

間
約
３０
分
）
、
生
の
コ
ン
ニ

ャ
ク
イ
モ
か
ら
煮
込
む
「
こ

ん
に
ゃ
く
加
工
体
験
」
（
同

３０
分
）
、
葉
わ
さ
び
を
粕
漬

け
す
る
「
わ
さ
び
加
工
体

験
」（
同
３０
分
）、
金
山
の
鉱

石
を
釉
薬
（
ゆ
う
や
く
）
と

す
る
「
鯛
生
焼
体
験
」
（
同

６０
分
）
。
そ
し
て
「
砂
金
採

り
体
験
」
。
長
さ
１５
㍍
の
水

槽
の
底
か
ら
砂
ご
と
す
く
い

上
げ
た
皿
を
水
の
中
で
根
気

よ
く
揺
り
動
か
し
、
砂
を
洗

い
流
し
て
砂
金
を
探
す
。
所

要
時
間
３０
分
で
見
つ
け
た
金

を
持
ち
帰
る
こ
と
も
、
そ
の

場
で
自
分
だ
け
の
キ
ー
ホ
ル

ダ
ー
や
ペ
ン
ダ
ン
ト
に
加
工

す
る
こ
と
も
で
き
る
。

◆
道
の
駅

た
い
お
き
ん
ざ

ん

大
分
県
日
田
市
中
津
江

村
合
瀬
３
７
５
０
▽
営
業
時

間
９
時
～
１７
時
▽
休
館
日
１

月
１
日
▽
料
金
【
地
底
博
物

館
見
学
券
】
大
人
・
大
学
生

１
０
０
０
円
、
中
・
高
校
生

８
０
０
円
、
小
学
生
５
０
０

円
【
体
験
券
】
こ
ん
に
ゃ
く

加
工
（
要
予
約
）５
０
０
円
、

砂
金
採
り
６
０
０
円
、
わ
さ

び
加
工
１
０
０
０
円
（
３
月

～
６
月
）
、
草
木
染
（
要
予

約
）
１
０
０
０
円
、
鯛
生
焼

（
要
予
約
）
１
０
０
０
円
～

電
話
０
９
７
３
｜
５６
｜
５
３

１
６

北
陸
自
動
車
道
を
加
賀
Ｉ
Ｃ
で
降
り
て
国

道
８
号
か
ら
３
６
４
号
を
山
中
方
面
へ
走
る

こ
と
約
２０
分
。
山
中
温
泉
街
を
抜
け
て
ほ
ど

な
く
道
の
駅
・
山
中
温
泉
ゆ
け
む
り
健
康
村

が
現
れ
る
。
福
井
県
境
に
近
い
山
あ
い
だ

が
、
木
造
の
和
風
で
旧
家
の
趣
が
あ
る
駅
舎

「
今
は
や
ま
な
か
」
の
前
に
大
型
車
４
台
を

含
め
て
１
１
８
台
を
収
容
で
き
る
広
い
駐
車

場
が
あ
り
、温
泉
保
養
施
設「
ゆ
ー
ゆ
ー
館
」

が
連
な
る
。
開
駅
は
０５
年
３
月
で
、
道
の
駅

と
し
て
は
新
し
い
。

「
県
境
の
大
内
峠
を
渡
る
丸
岡
・
山
中
温

泉
ト
ン
ネ
ル
が
開
通
し
た
（
０４
年
４
月
）
際

に
、
交
通
量
の
増
加
に
対
応
す
る
駐
車
場
を

確
保
す
る
た
め
、
も
と
も
と
あ
っ
た
温
泉
保

養
施
設
『
健
康
村
』
の
敷
地
内
に
駅
舎
を
建

て
て
整
備
し
、
道
の
駅
と
し
て
登
録
し
ま
し

た
」
と
安
達
香
代
駅
長
（
５７
）
。
か
つ
て
の

「
健
康
村
」
の
施
設
は
そ
の
ま
ま
受
け
継
が

れ
、
６
面
の
全
天
候
型
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
を
は

じ
め
可
動
式
の
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
コ
ー
ト
、
２５

㍍
の
温
水
プ
ー
ル
、
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ジ
ム
な

ど
多
彩
な
設
備
を
利
用
で
き
る
。

山
中
温
泉
は
開
湯
１
３
０
０
年
の
古
い
歴

史
が
あ
り
、
松
尾
芭
蕉
は
「
奥
の
細
道
」
の

旅
の
途
中
で
９
日
間
も
逗
留
し
て
「
山
中
や

菊
は
手
折
ら
じ

湯
の
匂
ひ
」
と
詠
み
、

扶
桑
三
の
名
湯
と
讃
え
て
い
る
。
こ
こ

で
は
そ
の
名
湯
を
ひ
い
た
露
天
風
呂
や

大
浴
場
、
家
族
風
呂
な
ど
を
存
分
に
楽
し
め

る
の
が
自
慢
だ
。
今
の
季
節
は
露
天
風
呂
が

安
達
駅
長
の
お
勧
め
で
、「
山
中
節
の
流
れ
る

中
、
雪
景
色
を
眺
め
ゆ
っ
た
り
と
温
泉
に
手

足
を
伸
ば
し
て
み
て
は
い
か
が
」
と
い
う
。

ま
た
、「
加
能
ガ
ニ
」
の
ブ
ラ
ン
ド
名
で
知

ら
れ
る
ズ
ワ
イ
ガ
ニ
の
水
揚
げ
で
有
名
な
橋

立
漁
港
が
近
く
、
獲
れ
た
て
の
鮮
魚
が
届
い

て
食
べ
も
の
が
お
い
し
い
土
地
だ
。
お
い
し

い
食
事
を
希
望
す
る
お
客
さ
ん
に
は
お
好
み

に
応
じ
た
近
所
の
お
店
を
案
内
す
る
の
だ
と

い
う
。温
泉
街
の
真
ん
中
に
行
け
ば
、山
中
出

身
の
料
理
の
鉄
人
、
道
場
六
三
郎
さ
ん
の
レ

シ
ピ
に
よ
る
地
の
食
材
を
使
っ
た
大
な
べ
汁

を
一
杯
百
円
で
楽
し
ま
せ
る「
町
人
旅
人
亭
」

な
ど
も
あ
る
。
こ
こ
の
冬
の
定
番
は
も
ち
ろ

ん
ズ
ワ
イ
ガ
ニ
の
色
鮮
や
か
な
カ
ニ
汁
だ
。

売
店
で
は
「
娘
娘
万
頭
（
に
ゃ
ぁ
に
ゃ
ぁ

ま
ん
じ
ゅ
う
）」や
「
馬
の
く
そ
だ
ん
ご
」
な

ど
名
前
も
お
も
し
ろ
い
地
元
名
物
が
並
び
、

「
お
土
産
に
喜
ば
れ
て
い
ま
す
よ
」と
話
す
。

近
く
に
は
Ｔ
Ｖ
ド
ラ
マ
の
舞
台
に
も
な
っ

た
景
勝
地
の
「
こ
お
ろ
ぎ
橋
」
や
鶴
仙
渓
、

そ
れ
に
山
中
漆
器
伝
統
産
業
会
館
な
ど
が
あ

り
、
県
境
を
越
え
れ
ば
曹
洞
宗
大
本
山
永
平

寺
な
ど
へ
も
近
い
。
情
報
コ
ー
ナ
ー
で
は
こ

れ
ら
の
観
光
情
報
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
、
広

域
の
地
域
連
携
も
強
化
さ
せ
た
い
、
安
達
駅

長
は
そ
う
考
え
て
い
る
。

大
分
、
福
岡
、

熊
本
の
３
つ
の
県
境
が
交
わ
る
山
間

地
近
く
の
国
道
４
４
２
号
沿
い
に
位
置
す
る
。

大
分
自
動
車
道
・
日
田
Ｉ
Ｃ
か
ら
南
へ
約
４０
㌔
、
九
州

自
動
車
道
・
八
女
Ｉ
Ｃ
か
ら
は
東
４６
㌔
。
か
つ
て
「
黄
金
郷
」

と
う
た
わ
れ
た
だ
け
あ
っ
て
金
山
の
坑
内
見
学
や
砂
金
採
り
体
験
が

人
気
を
集
め
て
い
る
。
サ
ッ
カ
ー

の
０２
年
日
韓
Ｗ
杯
で
ア
フ
リ
カ
の

カ
メ
ル
ー
ン
代
表
が
こ
こ
で
キ
ャ

ン
プ
を
張
っ
た
の
も
記
憶
に
新
し

い
。
レ
ス
ト
ラ
ン
の
メ
ニ
ュ
ー
「
カ

メ
ル
ー
ン
弁
当
」
は
ベ
ー
ス
が
ア

フ
リ
カ
風
の
味
付
け
な
が
ら
日

本
人
の
口
に
も
合
う
よ
う
ア

レ
ン
ジ
、
工
夫
さ
れ
て

評
判
だ
。

道
２１
世
紀
新
聞
で
は
、
毎
号
「
人
と
道
」
に
関
す
る
読

者
の
ご
意
見
を
募
集
し
、
人
と
道
の
あ
り
方
を
共
に
考
え

る
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
て
い
ま
す
。
第
２２
号
は
『
あ
な
た
の

ふ
る
さ
と
に
つ
い
て
（
地
域
振
興
策
）
ア
ン
ケ
ー
ト
』
を

実
施
し
ま
す
。
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
ご
意
見
は
、
道
２１
世

紀
新
聞
で
ご
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
く
ほ
か
、
行
政
や
「
道

の
駅
」
関
連
諸
団
体
に
も
提
供
し
、
今
後
の
「
道
の
駅
」

な
ら
び
に
近
隣
地
域
活
性
化
に
供
す
る
資
料
と
し
て
活
用

い
た
だ
く
こ
と
を
働
き
か
け
ま
す
。

ご
回
答
は
す
べ
て
統
計
的
に
処
理
し
、
結
果
の
み
を
公

表
し
、
個
人
を
特
定
で
き
る
デ
ー
タ
を
外
部
に
開
示
す
る

こ
と
は
一
切
い
た
し
ま
せ
ん
の
で
、
ど
し
ど
し
遠
慮
な
い

ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
は
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ご
回
答
い
た
だ
け
ま
す
。

な
お
、
今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
回
答
者
の
中
か
ら
抽
選
で

３０
名
様
に
記
念
品
を
贈
り
ま
す
。

『あなたのふるさとについて』アンケート

Ｑ１．あなたの生まれ故郷はどこですか？

Ｑ２．あなたにとって故郷と同じくらい愛する特別な地域、土地はありま

すか？

その理由は？

Ｑ３．あなたはリタイア後、暮らす場所を選べるとしたらどこですか？

その理由は？

Ｑ４．愛する故郷、土地が活性化し、もっと魅力を増すために、どんなこ

とをすればいいと思いますか？

① 地域の特色、自然、伝統文化など観光資源を充実させ観光客を

呼び込む。

② 大きな企業、工場を誘致して雇用の拡大を図る。

③ 地域独自の特性を活かした公共事業（港湾、水利、農林業、発

電所など）を誘致。

④ ふるさと納税を広く呼び掛け、地域独自の振興策を住民と納税

者が計画。

⑤ 現状のままでいい。その理由は？

Ｑ５．地域振興策について皆さんの知恵やご意見を聞かせてください。

Ｑ６．この新聞は何処の道の駅で入手しましたか？

Ｑ １： （ ）

Ｑ ２： （ ）

理由（

）

Ｑ ３： （ ）

理由（ ）

Ｑ ４： ① ② ③ ④ ⑤

理由（

）

Ｑ ５： （

）

Ｑ ６： a ） 県 b）（駅名）

お名前： （フリガナ： ）

郵便番号：〒

ご住所：

お電話番号： （ ）

性 別：男・女 年齢： 歳 職業：

通信欄（その他ご意見等がありましたらご記入下さい）

話題の道の駅

第２２号『あなたのふるさとについてアンケート』
回答用紙

「人と道」を考えるアンケート

ご意見をお寄せください！

道
の
駅

鯛
生
金
山

ご回答は回答用紙に記入し、枠に沿って切り抜き、はがき等に貼付し投函して

ください。ホームページからも回答できます。

〒１０５‐０００１ 東京都港区虎ノ門４‐１‐１ 虎ノ門パストラル内

ＮＰＯ法人 人と道研究会「２２号読者アンケート係」宛

ホームページ（http://www.route-press２１st.jp）

石川県加賀市山中温泉こおろぎ町イ１９
� ０７６１・７８・５６２０

道の駅 山中温泉ゆけむり健康村
安達香代駅長（５７）

カ
ニ
汁
に
「
娘
娘
万
頭
」
も

平成２１年３月３１日締 切 日

送 付 先

応 募 方 法
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春
ま
だ
遠
い
今
月
上
旬
。

暖
冬
の
遠
野
は
、
若
い
二
人

の
エ
ト
ラ
ン
ゼ
の
旅
立
ち
を

祝
福
す
る
か
の
よ
う
に
晴
れ

渡
っ
た
。
東
京
出
身
の
田
村

隆
雅
君
、
宮
城
出
身
の
小
関

詩
穂
さ
ん
の
「
遠
野
水
光
園

芸
能
館
」
で
の
結
婚
式
は
忘

れ
え
ぬ
思
い
出
と
な
っ
た
。

◇

田
村
君
の
遠
野
で
の
生
活

は
、
２
０
０
４
年
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
「
遠
野

山
里
暮
ら
し

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
へ
の
就
職

か
ら
始
ま
っ
た
。
東
洋
大
学

社
会
学
部
の
選
択
必
修
授
業

で
遠
野
市
の
実
態
調
査
に
初

め
て
足
を
運
ん
だ
の
は
、
０３

年
の
春
。
そ
の
出
会
い
か
ら

彼
は
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ

ム
の
魅
力
に
惹
か
れ
、
大
分

県
安
心
院
を
初
め
と
し
て
各

地
の
実
践
者
と
の
交
流
を
深

め
て
い
く
。

「
時
限
爆
弾
み
た
い
で
す
」

彼
は
こ
れ
ま
で
の
経
過
を
振

り
返
っ
て
語
っ
た
。
大
学
の

ゼ
ミ
や
実
習
、
講
義
で
学
ん

だ
こ
と
の
意
味
が
、
今
と
な

っ
て
「
そ
う
か
、
こ
う
い
う

こ
と
な
ん
だ
！
」
と
実
感
と

し
て
理
解
で
き
る
。
農
家
や

グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
の

実
践
者
が
語
っ
た
言
葉
や
意

味
も
蘇
り
、
新
た
に
そ
の
意

味
付
け
が
で
き
る
よ
う
に
な

っ
た
。
時
間
を
置
い
て
か

ら
、
じ
っ
く
り
と
先
達
の
言

葉
の
重
み
を
感
じ
る
よ
う
に

な
っ
た
こ
と
に
、
自
ら
の
成

長
を
実
感
す
る
と
い
う
の
で

あ
る
。

彼
が
精
神
的
な
悩
み
を
も

っ
た
と
き
、
彼
に
向
き
合
っ

て
支
え
て
く
れ
た
の
は
、
大

分
県
宇
佐
市
安

心
院
の
農
村
民

泊
「
舟
板
昔
話

の
家
」
を
営
む

中
山
ミ
ヤ
子
さ

ん
夫
妻
だ

っ

た
。な

ぜ
安
心
院

を
選
ば
ず
遠
野

を
選
ん
だ
の
か

？

こ
の
問
い

に
彼
は
「
自
分

で
も
よ
く
分
か

ら
な
い
」
と
い
う
。
た
だ
、

恩
人
の
中
山
さ
ん
と
は
一
定

の
距
離
を
お
き
た
か
っ
た
と

い
う
。

親
の
よ
う
に
近
い
と
こ
ろ

に
い
る
と
甘
え
て
し
ま
う
自

分
の
た
め
に
。

Ｕ
タ
ー
ン
の
人
た
ち
の
理

解
も
有
り
難
か
っ
た
。
外
部

参
入
者
に
注
い
で
く
れ
た
彼

ら
の
配
慮
や
援
助
は
、
地
元

だ
け
で
暮
ら
す
住
民
と
は
違

っ
た
意
味
で
、
大
き
な
支
え

に
な
っ
た
と
い
う
。

し
か
し
、
遠
野
を
終
の
棲

家
と
し
て
決
断
し
た
大
き
な

理
由
は
、
何
と
い
っ
て
も
新

婦
詩
穂
さ
ん
と
の
出
会
い
だ

っ
た
。

遠
野
へ
の
参
入
経
緯
が
異

な
っ
て
も
、
遠
野
へ
の
熱
い

思
い
と
人
間
関
係
の
重
さ

は
、
二
人
が
共
に
胸
に
秘
め

て
い
た
根
源
的
な
生
活
価
値

で
、
そ
れ
を
確
か
め
合
っ

て
、
辛
い
こ
と
も
耐
え
抜
け

る
と
感
じ
た
の
で
あ
る
。

「
お
金
が
な
い
の
で
花
巻

の
温
泉
に
行
っ
て
息
抜
き
を

し
ま
し
た
」
と
彼
は
笑
う
。

そ
う
、
そ
う
し
た
日
常
で
の

「
逃
げ
場
」
づ
く
り
こ
そ

が
、
あ
ら
ゆ
る
人
に
必
要
な

も
の
な
の
で
あ
る
。

「
避
難
港
」
。
嵐
に
な
る

と
船
が
港
へ
避
難
す
る
よ
う

に
、
い
つ
も
荒
波
に
向
か
っ

て
命
を
す
り
減
ら
す
の
で
は

な
く
「
逃
げ
場
」
を
作
る
。

E
s
c
a
p
e

f
o
r

t
h
e

h
i
d

d
e
n
c
o
u
n
t
r
y
s
i
d
e
!

（
あ
の
隠
さ
れ
た
田
園
に
飛

び
出
し
て
行
こ
う
！
）

英
国
の
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー

リ
ズ
ム
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に

書
か
れ
た
こ
の
言
葉
は
、
単

な
る
現
状
逃
避
と
い
う
負
の

行
動
で
は
な
く
、
積
極
的
な

人
間
福
祉
構
築
の
往
復
行
動

な
の
だ
。

行
き
交
い
ま
た
戻
る
。
そ

う
し
た
相
互
作
用
関
係
こ
そ

人
間
の
福
祉
に
と
っ
て
必
要

な
社
会
的
行
為
な
の
だ
。

遠
野
の
魅
力
と
は
、
日
本

の
多
く
の
農
山
村
に
秘
め
ら

れ
て
い
た
豊
か
な
暮
ら
し
の

内
実
が
幾
重
に
も
重
な
り
合

い
、
個
性
豊
か
な
輝
く
人
々

に
よ
っ
て
そ
れ
が
今
に
繋
が

っ
て
い
る
こ
と
に
あ
る
。
ま

さ
に
「
農
の
心
象
風
景
」
が

織
り
成
す
豊
か
さ
こ
そ
、
多

く
の
人
の
心
を
遠
い
地
へ
誘

う
の
だ
ろ
う
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
日
本
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム

・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
代
表
理
事

（

）

青
木

辰
司

一つの遠野物語

グリーン・ツーリ

ズムが育んだ

豊かな暮らし、個性輝く人々

農の風景が心を誘う

「あの隠された田園へ…」

若
い
二
人

遠
野
の
旅
立
ち

�
異
郷
の
地
�
へ
熱
き
思
い
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帰
途
の
電
車
の
中
で
新
聞

記
事
を
読
み
な
が
ら
、
遠
野

の
山
々
が
目
に
入
っ
た
。
悠

久
の
歴
史
を
と
ど
め
る
優
し

さ
あ
ふ
れ
る
山
々
と
、
そ
の

懐
に
点
在
す
る
家
々
。
雪
景

色
が
そ
こ
は
か
と
な
く
心
に

染
み
入
り
、
思
わ
ず
新
聞
を

閉
じ
た
。

こ
の
地
に
住
む
人
た
ち
も

年
金
や
雇
用
問
題
に
厳
し
く

直
面
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

し
か
し
、
そ
う
し
た
社
会
の

表
層
的
な
課
題
の
基
底
に
あ

る
人
と
し
て
の
生
き
方
は
、

決
し
て
ぶ
れ
て
い
な
い
。

そ
の
力
強
さ
を
山
々
の
麓

に
息
づ
く
人
々
に
感
じ
る
の

は
、
単
な
る
都
会
人
の
幻
想

に
す
ぎ
な
い
の
だ
ろ
う
か
。

柳
田
國
男
が
遠
野
で
感
じ

入
っ
た
民
俗
文
化
は
、
そ
う

し
た
都
市
側
か
ら
の
憧
憬

と
、
あ
る
意
味
で
の
非
日
常

的
な
幻
想
が
基
点
と
な
っ
た

の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

そ
う
し
た
心
象
風
景
を
眺

め
て
い
た
目
線
に
、
疲
れ
き

っ
て
寝
入
っ
た
母
親
と
、
外

の
風
景
に
一
切
目
を
向
け
ず

ひ
た
す
ら
ゲ
ー
ム
に
い
そ
し

む
子
ど
も
の
姿
が
飛
び
込
ん

で
き
た
。

彼
ら
の
日
常
は
、
わ
れ
ら

の
非
日
常
と
は
大
き
な
懸
隔

が
あ
る
の
だ
。
日
常
の
中
に

心
象
風
景
を
見
い
だ
す
こ
と

は
如
何
に
困
難
か
。

遠
野
の
地
に
「
わ
ら
じ
を

脱
い
だ
」彼
ら
二
人
。長
い
旅

の
結
果
、
彼
ら
が
選
ん
だ
日

常
の
生
活
の
場
は
、
連
綿
と

続
く
日
常
の
連
続
性
が
築
き

上
げ
た
暮
ら
し
の
文
化
の
現

実
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
、
私

が「
閉
鎖
的
開
放
性
」と
称
す

る
、
独
特
の
外
部
へ
の
内
部

者
の
宿
命
的
な
観
念
が
厳
然

と
存
在
す
る
。

時
に
、
そ
れ
が
外
部
者
へ

の
排
斥
的
な
態

度
や
、
拒
絶
反

応
を
引
き
出
す

こ
と
も
少
な
く

な
く
、
外
部
者

は
常
に
そ
の
辛
さ
を
実
感
す

る
。い

つ
ま
で
、
こ
う
し
た
村

落
共
同
体
の
負
の
遺
産
が
残

存
す
る
の
だ
ろ
う
か
？

ど

う
す
れ
ば
共
同
体
精
神
を
外

部
参
入
者
と
の
「
協
働
」「
協

発
的
発
展
」
の
理
念
に
昇
華

で
き
る
の
だ
ろ
う
か
？

「
過
疎
高
齢
化
」、「
限
界

集
落
」、「
空
家
や
廃
校
」、「
耕

作
断
念
地
」
の
増
加
…
…
。

負
の
イ
メ
ー
ジ
が
重
な
り
合

っ
て
メ
デ
ィ
ア
に
載
せ
ら
れ

る
農
山
漁
村
の
現
状
は
決
し

て
楽
観
視
で
き
な
い
。

そ
の
歯
止
め
策
は
、
「
過

疎
法
」
の
時
限
切
れ
を
契
機

と
し
た
「
都
市
農
山
漁
村
均

衡
発
展
法
」
（
仮
称
）
の
よ

う
な
都
市
農
村
振
興
策
の
大

胆
な
創
出
と
共
に
、
農
山
漁

村
内
部
か
ら
の
新
た
な
開
放

的
交
流
理
念
の
構
築
か
ら
着

手
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

経
済
の
急
激
な
落
ち
込
み

を
受
け
、
公
共
投
資
が
ピ
ー

ク
時
の
半
分
以
下
に
な
っ
て

い
る
中
で
「
公
共
投
資
で
内

需
拡
大
を
」
の
声
が
上
が
っ

て
い
ま
す
。

民
間
資
金
の
活
用
も
含

め
、
技
術
革
新
を
軸
に
、
公

共
事
業
の
将
来
像
を
探
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
、
と

言
え
ま
し
ょ
う
。

こ
こ
で
大
切
な
の
は
、
当

面
の
短
期
的
対
策
と
、
中
長

期
的
な
事
業
を
分
け
て
考
え

る
視
点
で
す
。
短
期
的
に
は

緊
急
対
策
と
し
て
の
「
景
気

と
雇
用
」
で
す
。
こ
れ
は
、

今
動
い
て
い
る
事
業
で
対
応

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

中
長
期
的
に
は
「
新
し
い

世
紀
の
新
し
い
公
共
事
業
が

必
要
」
と
考
え
ま
す
。
地
球

温
暖
化
、
省
エ
ネ
、省
資
源
、

リ
サ
イ
ク
ル
。
或
い
は
防
災

・
減
災
や
維
持
・
更
新
な
ど

に
、
技
術
革
新
、
技
術
開
発

を
織
り
込
み
、
新
た
な
需
要

を
創
生
す
る
こ
と
で
は
な
い

か
、
と
思
い
ま
す
。

も
う
一
つ
大
事
な
点
は
、

都
市
と
地
方
で
は
求
め
ら
れ

る
も
の
が
異
な
る
、
と
い
う

こ
と
で
し
ょ
う
。

都
市
は
「
街
づ
く
り
」
の

視
点
が
重
要
に
な
り
ま
す
。

例
え
ば
「
日
本
橋
再
生
」は
、

道
路
の
問
題
だ
け
で
な
く
、

川
と
周
辺
の
街
づ
く
り
が
大

切
、
と
い
う
こ
と
で
す
。

地
方
で
は
、
農
林
水
産
業

と
の
関
連
が
課
題
で
す
。
地

域
に
い
る
か
ら
こ
そ
、
地
域

の
国
土
保
全
や
環
境
、
歴

史
、
文
化
に
貢
献
で
き
ま

す
。
建
設
業
も
農
林
水
産
業

を
含
め
て
考
え
る
時
代
だ
、

と
思
い
ま
す
。

都
市
で
も
地
方
で
も
、
時

代
の
最
先
端
技
術
を
使
え
る

よ
う
、
技
術
開
発
が
欠
か
せ

ま
せ
ん
。
日
本
は
モ
ノ
づ
く

り
が
国
の
基
軸
で
す
か
ら
、

技
術
革
新
に
よ
っ
て
成
長
す

る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
幸
い

日
本
は
技
術
大
国
で
、
そ
の

素
地
は
十
分
に
あ
り
ま
す
。

最
終
的
に
、
国
づ
く
り
は

人
づ
く
り
だ
と
思
い
ま
す
。

今
、
雇
用
が
非
常
に
厳
し
い

状
況
で
す
が
、
若
い
人
が
そ

れ
な
り
に
活
躍
で
き
る
場
を

創
出
す
る
に
は
、
何
が
必
要

な
の
か
。
そ
の
た
め
に
は
、

一
時
の
こ
と
だ
け
で
な
く
、

「
国
づ
く
り
の
将
来
像
」
を

描
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

「
ピ
ン
チ
は
チ
ャ
ン
ス
」

と
し
て
、
中
長
期
的
な
視
野

を
持
ち
な
が
ら
、
公
共
事
業

の
あ
り
方
を
考
え
る
こ
と
が

今
、
求
め
ら
れ
て
い
る
、
と

思
い
ま
す
。

「
晴
山
」
駅
に
停
車
し
た

時
、
曇
り
空
に
晴
れ
間
が
の

ぞ
い
た
。
ま
さ
に「
晴
れ
山
」

が
目
に
入
る
。
旅
の
魅
力
を

堪
能
し
な
が
ら
「
銀
河
鉄
道

９
９
９
」
の
イ
メ
ー
ジ
創
出

の
元
と
な
っ
た
と
い
わ
れ
る

「
釜
石
線
」
の
電
車
は
、
明

る
い
晴
れ
間
が
広
が
る
花
巻

盆
地
に
向
か
っ
た
。

新
花
巻
か
ら
新
幹
線
に
乗

れ
ば
、
ま
た
私
の
日
常
に
戻

る
。
釜
石
線
は
日
常
と
非
日

常
を
結
ぶ
連
絡
線
で
も
あ
る

こ
と
を
実
感
し
た
。
こ
の
心

地
よ
い
速
さ
の
電
車
が
い
つ

ま
で
も
残
る
よ
う
に
。
そ
う

祈
ら
ざ
る
を
得
な
い
。

（
わ
が
心
の
ふ
る
さ
と
遠
野

へ
の
旅
の
帰
途
に
て
）

「
日
常
」に
ワ
ラ
ジ
脱
ぐ
二
人

非
日
常
か
ら
生
活
世
界
へ

山麓に息づく力強さ
開放的交流 目指そう

大胆な振興策創出と共に

「
晴
山
」
駅
か
ら
の
風
景

電車内の日常世界

１３

谷口 博昭

ハロハロ

国土交通省技監

「
ピ
ン
チ
は
チ
ャ
ン
ス
！
」
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☆
長
持
ち
し
ま
す

お
気
に
入
り
の
ブ
ド
ウ
パ

ン
や
野
菜
を
求
め
て
毎
週
、

道
の
駅
へ
行
き
ま
す
が
、
野

菜
類
は
見
切
り
品
で
も
ス
ー

パ
ー
で
買
っ
た
も
の
よ
り
長

持
ち
す
る
の
に
ビ
ッ
ク
リ
！

つ
く
っ
た
方
の
名
前
を
見
な

が
ら
い
つ
も
感
謝
し
て
味
わ

っ
て
い
ま
す
。
多
少
か
た
ち

が
悪
く
て
も
不
揃
い
で
も
、

安
心
・
安
全
な
農
産
物
。
こ

れ
か
ら
も
ず
っ
と
届
け
て
く

だ
さ
い
。
（
千
葉
県
富
里
市

主
婦
・
５４
歳
）

☆
努
力
と
胃
袋
と

私
た
ち
家
族
は
、
よ
く
道

の
駅
の
産
地
直
売
所
で
野
菜

を
調
達
し
ま
す
が
、
何
人
か

の
顔
見
知
り
と
必
ず
出
会
い

ま
す
。
こ
れ
は
、
い
か
に
地

元
の
リ
ピ
ー
タ
ー
が
多
い
か

と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
。
直

売
所
は
、
農
家
の
努
力
と
私

た
ち
の
胃
袋
の
架
け
橋
な
の

で
す
。
（
静
岡
県
新
居
町

介
護
職
・
４０
歳
）

☆
ゴ
ミ
持
ち
帰
り

道
の
駅
の
駐
車
場
に
停
め

た
マ
イ
カ
ー
か
ら
、
ゴ
ミ
の

入
っ
た
大
き
な
袋
を
取
り
出

し
、
こ
こ
ぞ
と
ば
か
り
に
駅

の
ゴ
ミ
箱
に
押
し
込
む
人
が

か
な
り
多
い
よ
う
に
見
受
け

ら
れ
ま
す
。
し
か
も
生
ゴ
ミ

ま
で
詰
め
込
ん
で
く
る
人
も

い
ま
す
。
こ
ん
な
悪
い
マ
ナ

ー
を
一
掃
す
る
た
め
「
ゴ
ミ

持
ち
帰
り
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」

を
始
め
た
ら
ど
う
で
し
ょ
う

か
。
私
は
旅
行
中
の
ゴ
ミ
は

す
べ
て
車
中
に
保
管
し
、
帰

宅
し
て
か
ら
処
理
し
て
い
ま

す
が
、
そ
ん
な
当
た
り
前
の

こ
と
が
で
き
な
い
人
は
マ
イ

カ
ー
に
乗
る
資
格
な
し
と
し

か
思
え
ま
せ
ん
。
（
福
島
市

無
職
・
６８
歳
）

☆
郷
里
愛
が
原
点

日
本
の
景
気
も
悪
く
、
と

り
わ
け
地
方
は
苦
し
い
気
分

で
い
ま
す
。
で
も
、
本
紙
２１

号
で
宮
崎
県
の
東
国
原
知
事

が
努
力
を
し
て
い
る
記
事
を

読
み
、
元
気
づ
け
ら
れ
ま
し

た
。
地
域
は
こ
う
し
て
い
か

な
い
と
い
か
ん
、
と
い
う「
郷

里
愛
」
を
育
て
る
こ
と
が
前

向
き
な
姿
勢
に
つ
な
が
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
こ

れ
が
私
た
ち
の
原
点
復
帰
だ

と
思
い
ま
す
。
（
兵
庫
県
姫

路
市

無
職
・
６７
歳
）

☆「
橋
」が
楽
し
み

連
載
さ
れ
て
い
る
「
橋
が

つ
な
ぐ

み
ん
な
の
未
来
」

は
、
毎
回
、
美
し
い
橋
の
風

景
と
、
建
設
工
事
な
ど
に
関

す
る
情
報
が
わ
か
り
や
す
く

述
べ
ら
れ
て
い
て
、
と
て
も

楽
し
み
で
す
。
い
ろ
い
ろ
な

橋
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
に
多

様
な
機
能
を
持
っ
て
い
る
こ

と
に
、
改
め
て
感
心
さ
せ
ら

れ
て
い
ま
す
。
（
茨
城
県
常

陸
太
田
市

主
婦
・
６４
歳
）

☆
お
茶
が
消
え
た

こ
の
新
聞
を
手
に
入
れ
て

い
る
道
の
駅
の
お
茶
サ
ー
ビ

ス
が
、
残
念
な
が
ら
な
く
な

り
ま
し
た
。
不
景
気
の
た
め

か
、
頂
く
側
の
マ
ナ
ー
が
悪

か
っ
た
せ
い
か
わ
か
り
ま
せ

ん
が
、
い
つ
も
と
て
も
お
い

し
か
っ
た
の
で
す
。
こ
れ
ま

で
提
供
し
て
く
だ
さ
っ
た
方

々
に
対
し
て
、
感
謝
の
気
持

ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
一
杯

の
お
茶
で
ど
れ
だ
け
心
が
癒

や
さ
れ
た
か
、
な
く
な
っ
て

初
め
て
気
が
付
き
ま
し
た
。

い
つ
か
サ
ー
ビ
ス
が
復
活
す

る
こ
と
を
、
切
に
願
っ
て
お

り
ま
す
。
（
岩
手
県
奥
州
市

会
社
員
・
３５
歳
）

☆
目
標
達
成
だ
！

道
の
駅
巡
り
の
目
標
（
３

年
で
１
０
０
カ
所
）
を
つ
い

に
達
成
。
年
末
に
鳥
取
、
兵

庫
、
京
都
、
福
井
、
滋
賀
そ

し
て
大
阪
と
巡
り
、
昨
年
内

に
１
０
５
カ
所
ま
で
届
き
ま

し
た
。
日
曜
日
に
店
を
休
み

お
に
ぎ
り
持
参
で
休
憩
し
つ

つ
巡
る
の
が
私
た
ち
夫
婦
の

楽
し
み
で
す
。
駅
で
は
写
真

を
撮
り
、
「
３
つ
星
」
の
自

己
流
採
点
を
し
て
次
な
る
駅

へ
。
９
０
０
近
い
道
の
駅
、

果
た
し
て
ど
こ
ま
で
制
覇
で

き
る
か
。
（
京
都
府
京
丹
後

市

自
営
・
６４
歳
）

☆
失
っ
て
知
る
？

佐
渡
の
道
の
駅
を
訪
ね
て

思
い
ま
し
た
。
ト
キ
が
再
び

佐
渡
の
空
を
舞
う
と
い
う
こ

と
で
す
が
、
こ
こ
ま
で
に
ど

れ
だ
け
多
く
の
人
の
努
力
と

応
援
が
必
要
だ
っ
た
の
で
し

ょ
う
。
こ
れ
か
ら
も
環
境
整

備
に
、
た
い
へ
ん
な
力
が
必

要
で
す
。
失
っ
て
か
ら
知
る

こ
と
が
多
す
ぎ
る
今
の
世
の

中
だ
と
思
い
ま
す
。
（
新
潟

市

団
体
職
員
・
５４
歳
）

☆
農
産
物
以
外
も

道
の
駅
巡
り
を
よ
く
や
り

ま
す
が
、
ど
こ
の
駅
も
地
元

の
農
産
物
は
充
実
し
て
い
ま

す
。
で
も
、
観
光
案
内
の
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
や
、
こ
の
新
聞

の
よ
う
な
出
版
物
が
何
も
置

か
れ
て
い
な
い
駅
も
あ
り
ま

す
。
利
用
者
は
農
産
物
を
買

う
人
ば
か
り
で
は
な
い
こ
と

を
考
え
て
く
だ
さ
い
。（
埼
玉

県
新
座
市

会
社
員
・
５０
歳
）

☆
福
は
内
鬼
も
内

２１
号
の
特
集
を
楽
し
く
読

み
ま
し
た
。
豆
ま
き
は
全
国

ど
こ
で
も
「
福
は
内
、
鬼
は

外
」
か
と
思
っ
て
い
ま
し
た

が
、
兵
庫
県
三
田
市
で
は
、

「
福
は
内
、
鬼
は
内
」
と
い

う
掛
け
声
で
や
り
ま
す
。
三

田
城
主
が
九
鬼
家
だ
っ
た
の

で
、
鬼
も
内
、
に
な
っ
た
よ

う
で
す
。
九
鬼
隆
範
設
計
の

旧
九
鬼
家
住
宅
資
料
館
も
あ

り
ま
す
よ
。
（
兵
庫
県
猪
名

川
町

公
務
員
・
３０
歳
）

☆
新
発
見
も
多
い

今
年
も
東
北
地
方
の
道
の

駅
す
べ
て
（
１
２
７
駅
）
を

完
走
し
ま
し
た
。
妻
と
そ
の

友
人
と
一
緒
の
旅
で
す
。
秋

田
に
い
る
と
福
島
、
青
森
は

遠
く
、
宿
は
ぶ
っ
つ
け
本
番

で
探
し
ま
し
た
。
東
北
は
広

い
と
い
う
の
が
実
感
で
す
。

所
変
わ
れ
ば
品
変
わ
る
、
新

し
い
発
見
い
っ
ぱ
い
の
旅
で

し
た
。
（
秋
田
県
大
仙
市

無
職
・
６６
歳
）

☆
対
応
に
問
題
も

い
く
つ
か
の
道
の
駅
で
気

が
付
い
た
こ
と
。
ス
ー
パ
ー

や
デ
パ
ー
ト
に
比
べ
て
客
へ

の
対
応
が
良
く
な
い
駅
が
あ

り
ま
し
た
。
と
く
に
、
あ
い

さ
つ
が
で
き
な
か
っ
た
り
、

閉
店
間
際
に
雑
談
ば
か
り
し

て
い
た
り
。
数
は
多
く
な
い

と
思
い
ま
す
が
、
注
意
し
て

ほ
し
い
も
の
で
す
。
（
佐
賀

市

無
職
・
５７
歳
）

☆
宝
も
の
訪
ね
て

連
載
コ
ラ
ム
「
地
域
の
宝

も
の
」
、
前
回
は
私
が
何
回

も
訪
れ
て
い
る
石
見
銀
山
は

じ
め
、
近
く
の
有
福
温
泉
の

こ
と
も
書
か
れ
て
い
て
、
た

い
へ
ん
親
し
み
を
覚
え
ま
し

た
。
筆
者
で
あ
る
糟
谷
真
平

氏
に
は
、
ぜ
ひ
と
も
ま
た
こ

の
地
を
近
々
訪
れ
て
い
た
だ

き
、
昔
と
変
わ
ら
な
い
と
こ

ろ
、
変
わ
っ
た
と
こ
ろ
を
見

て
歩
い
て
い
た
だ
き
た
い
も

の
で
す
。
（
島
根
県
江
津
市

会
社
員
・
４１
歳
）

☆
水
墨
画
の
よ
う

冬
の
天
橋
立
を
見
に
い
き

ま
し
た
。
見
事
に
雪
が
松
林

に
積
も
り
、
山
は
水
墨
画
の

よ
う
に
美
し
い
。
「
加
悦
道

の
駅
（
シ
ル
ク
の
ま
ち

か

や
）
」
に
立
ち
寄
る
と
、
や

わ
ら
か
そ
う
な
キ
ャ
ベ
ツ
が

氏
名
入
り
で
並
ん
で
い
ま

す
。
２
つ
購
入
し
早
速
サ
ラ

ダ
に
。�
あ
ま
い
！
�
地
元

の
つ
く
っ
た
人
の
顔
が
見
え

ま
し
た
。
（
京
都
府
綾
部
市

主
婦
・
５８
歳
）

☆
必
要
な
道
あ
り

小
学
生
や
中
学
生
が
狭
い

道
路
の
端
を
歩
い
て
通
学
す

る
姿
を
見
る
と
、
横
を
行
く

車
は
ゆ
っ
く
り
走
ら
ざ
る
を

え
ま
せ
ん
。
夜
は
月
明
か
り

星
明
か
り
だ
け
の
暗
い
道
も

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
田
舎

に
住
ん
で
い
る
と
、
道
路
づ

く
り
や
整
備
は
ま
だ
ま
だ
必

要
だ
と
痛
感
し
ま
す
。（
三
重

県
伊
賀
市

自
営
・
５７
歳
）

このコーナーでは、道の駅をは

じめ、農家レストランや、道路な

どに関する読者の皆様のさまざま

な声を紹介していきます。

お便りはハガキで〒１０５－０００１

東京都港区虎ノ門４－１－１

虎ノ門パストラル内 ＮＰＯ法人

「人と道研究会」「第２２号読者の

声係」宛てにお寄せください。

また、読者専用のメールＢＯＸ

（dokusya@route-press 21 st.jp）

を設けました。お便りのほか、写

真の投稿も大歓迎です。採用分に

は記念品をプレゼントします。

世
の
中
は

恋
し
け

し
ゑ
や

か
く
あ
ら
ば

梅
の
花
に
も

な
ら
ま
し
も
の
を

（
万
葉
集
・
巻
五
・
八
一
九
番
）

こ
の
世
の
中
に
は
、
心
恋
し
く
感
じ
る
モ
ノ
が

あ
る
よ
。
こ
ん
な
に
も
梅
の
花
に
私
は
心
が
奪

わ
れ
る
。
こ
の
ま
ま
死
ぬ
の
な
ら
ば
、
え
え
、

ま
ま
よ
‼

梅
の
花
に
も
な
っ
て
み
た
い
ナ
ア

×

×

×

×

「
し
ゑ
や
」
は
、
上
代
語
で
、
感
動
・
詠
嘆
・
断

念
・
決
意
を
表
す
。
「
か
く
あ
ら
ば
」
∥
梅
の
花
の

美
し
さ
に
魅
せ
ら
れ
、
心
酔
し
て
い
る
様
子
。
「
な

ら
ま
し
」
は
、「
な
り
た
い
」
で
、「
ま
し
」
は
、
現

実
に
反
す
る
こ
と
を
想
像
す
る
助
動
詞
。「
を
」は
、

ぶ
ん
ご
の
か
み

詠
嘆
・
感
動
の
終
助
詞
。
作
者
は
、
豊
後
守
・
大
伴

大
夫
。「
梅
の
花
」
へ
の
転
生
を
願
う
歌
で
あ
る
。

素
朴
・
純
粋
な
万
葉
人

は
、
心
の
底
か
ら
好
き
に

な
る
と
、
対
象
が
何
で
あ

っ
て
も
、
そ
の
モ
ノ
に
没

し
ょ
う

ど
う

か

入
・
同
化
へ
の
衝
動
に
駆

ら
れ
る
よ
う
だ
。

ウ
グ
ヒ
ス

鶯
の

待
ち
が
て
に
せ

し

梅
の
花

散
ら
ず
あ
り
こ
そ

思
ふ
子
が
た

め
（
八
四
五
）

鶯
が
待
ち
か
ね
て
い
た
梅
の
花
が
、
や
っ
と
咲

ひ
と

い
た
‼

私
が
い
と
し
い
と
思
っ
て
い
る
女
が

見
る
ま
で
は
、
散
ら
な
い
で
い
て
く
れ
‼

イ
メ

カ
タ

ア
レ

梅
の
花

夢
に
語
ら
く

み
や
び
た
る

花
と
吾

モ思
ふ

酒
に
浮
か
べ
こ
そ
（
八
五
二
）

私
・
大
伴
旅
人
が
見
た
夢
に
、
梅
の
花
が
現
れ

て
語
っ
た
こ
と
に
は
、
「
わ
た
し
は
、
上
品
で

優
雅
な
花
だ
‼
と
思
っ
て
い
る
。
ど
う
か
、
酒

に
浮
か
べ
て
飲
ん
で
く
だ
さ
い
」で
あ
っ
た
。

梅
の
花
に
な
っ
て
み
た
い
‼
と
人
が
願
う
。
梅
の

花
よ
早
く
咲
け
‼
と
鶯
が
待
ち
望
む
。
と
、
酒
と
共

に
飲
ん
で
く
れ
‼
と
梅
の
花
が
夢
語
り
す
る
。

人
が
、
鶯
が
、
梅
の
花
が
、
自
分
の
望
み
や
意
志

う
た

を
持
つ
存
在
と
し
て
詠
わ
れ
て
い
る
。
お
お
ら
か
な

ロ
マ
ン
チ
ス
ト
達
の
自
然
交
感
の
歌
で
は
な
い
か
‼

（
学
校
法
人
北
川
学
園
理
事
・
万
葉
研
究
家
）

国の史跡に指定されている松本城。市民か

らは烏城（からすじょう）とも呼ばれてい

る（長野県松本市）

梅
の
花
に
も
な
っ
て
み
た
い
‼

◆お便り募集
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マ
ヌ
カ
ハ
ニ
ー
は
、
ニ
ュ
ー
ジ

ー
ラ
ン
ド
固
有
の
マ
ヌ
カ
植
物
か

ら
採
集
さ
れ
た
は
ち
み
つ
で
、
濃

厚
な
色
合
い
と
ク
リ
ー
ミ
ー
な
甘

さ
が
特
徴
で
す
。

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
で
は
「
自

然
の
恵
み
」
と
し
て
古
く
か
ら
美

容
と
健
康
の
た
め
に
、
多
く
の
人

々
に
愛
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

提
供

株
式
会
社
コ
サ
ナ

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
c
o
s
a
n
a
.
j
p
/

社
団
法

人
・
日
本

橋
梁
建
設

協
会
編
。

「
日
本
の

橋
」
の
初
版
は
１
９
８
４
年
で
、

協
会
創
立
４０
周
年
を
記
念
し
て
本

書
を
発
刊
し
た
。
橋
梁
技
術
史
を

念
頭
に
置
き
つ
つ
、
エ
ピ
ソ
ー
ド

を
交
え
橋
梁
技
術
、
橋
梁
の
歴

史
、
文
化
性
を
ま
と
め
た
。
見
や

す
さ
、
読
み
や
す
さ
を
考
え
て
、

Ａ
４
変
形
判
と
大
き
く
す
る
と
と

も
に
、デ
ザ
イ
ン
を
一
新
し
た
。歴

史
的
鋼
橋
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
Ｃ
Ｄ

｜
Ｒ
Ｏ
Ｍ
を
巻
末
付
録
と
し
た
。

提
供

社
団
法
人

日
本
橋
梁
建

設
協
会

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
j
a
s
b
c
.
o
r
.

j
p

「
マ
サ
ラ
・
チ
ャ
イ
」
は
イ
ン

ド
で
昔
か
ら
人
々
に
愛
さ
れ
て
い

る
ス
パ
イ
ス
ミ
ル
ク
テ
ィ
ー
で
す

が
、
ど
な
た
で
も
簡
単
に
楽
し
ん

で
い
た
だ
け
る
よ
う
粉
末
加
工
し

ま
し
た
。
ミ
ル
ク
、
砂
糖
、
ス
パ

イ
ス
が
バ
ラ
ン
ス
よ
く
配
合
さ

れ
、
お
湯
で
さ
っ
と
溶
け
る
ご
家

庭
で
も
オ
フ
ィ
ス
で
も
最
適
な
オ

シ
ャ
レ
で
お
い
し
い
ド
リ
ン
ク
で

す
。

提
供

ジ
ャ
パ
ン
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ー

ビ
ス
（
有
）

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
s
h
a
n
t
i
- j
b

s
.
c
o
m

☎

０３-

３
６
８
８-

６
６
１
２

宿
泊
付
き

市

民

農

園

「
ク
ラ
イ
ン

ガ
ル
テ
ン
福

島
」
の
企
画

見
学
を
体
験

で
き
る
、
民
宿
「
旅
の
宿
」
の
１

泊
２
食
付
き
宿
泊
券
を
２
名
様
１

組
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。
果
樹

園
で
の
果
物
の
摘
花
・
袋
掛
け
や

収
穫
作
業
の
体
験
も
で
き
ま
す
。

福
島
市
の
観
光
を
お
楽
し
み
く
だ

さ
い
。
ご
希
望
に
よ
り
半
日
ご
案

内
し
ま
す
。

提
供

Ｎ
Ｐ
Ｏ
ふ
る
さ
と
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
福
島

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
f
u
r
u
s
a
t
o
-

k
u
r
a
s
h
i
.
n
e
t
/

１
、
サ
ー
ク
ル
活
動
を
記
録
し
た
○
○
○
○
を
発

行
す
る

２
、
こ
れ
を
見
な
が
ら
休
日
の
計
画
を
た
て
ま
す

３
、
♪
○
○
○
○
は
今
日
も
雨
だ
っ
た
ぁ
～
♪

４
、「
○
○
も
実
力
の
う
ち
」

５
、
サ
ザ
ン
オ
ー
ル
ス
タ
ー
ズ
で
有
名
な
地

７
、
下
呂
温
泉
は
コ
コ
に
あ
り
ま
す

１０
、
と
ち
お
と
め
・
あ
ま
お
う
・
紅
ほ
っ
ぺ
、
と

い
え
ば
？

１２
、
本
の
執
筆
で
大
当
た
り
⁉
夢
の
○
○
○
○
生

活
に
憧
れ
る

１３
、
カ
ン
ト
リ
ー
ウ
エ
ア
�
○
○
○
ウ
エ
ア

１４
、
う
さ
ぎ
・
○
○
・
へ
び

１６
、
プ
ロ
な
ん
で
す

１７
、
�
先
攻

１９
、
ブ
ラ
ブ
ラ
す
れ
ば
隠
れ
家
的
な
お
店
を
発
見

で
き
る
か
も

２１
、
イ
ク
ラ
・
ウ
ニ
・
ネ
ギ
ト
ロ
は
○
○
○
○
巻

き
で

２２
、
旅
先
で
記
念
撮
影
す
る
か
ら
忘
れ
な
い
で
ね

！

２５
、
パ
ン
ダ
の
大
好
物
の
植
物
は
？

１、いよいよ桜の季節到来。○○○宣言はいつ
かな？

３、ひまわりは○○の季語なんです
４、�外
５、横浜の赤○○○倉庫へ遊びに行こう！
７、アンドロメダ・天の川・パラダイス
８、海外旅行…危険がいっぱいだから、入って

おこう…
９、すられないよう、気をつけて！
１１、おみくじでコレ引いたらラッキーだよね？
１３、日本の三大瀑布と言えば、華厳の○○、那

智の○○、袋田の○○
１４、Ｉ○○○・Ｕ○○○
１５、西遊記の主人公「孫○○○」
１７、○○さえ掴めば、楽勝よ！
１８、何もないんです…
２０、おかげさまで○○○ランヒットです
２２、○○○○○は開演３０分前からです
２３、小さな梅のことです
２４、雄鶏の頭についているものは？
２６、ゴルフ場であうとコワいので、すぐ避難し

ましょう
２７、太陽のことです

①「
マ
ヌ
カ
ハ
ニ
ー
Ｍ
Ｇ
Ｏ

３０
＋
」２
５
０
ｇ
を
５
名
に

②
「
マ
サ
ラ
・
チ
ャ
イ
」
６

０
０
ｇ
缶
入
り
を
１０
名
に

●プレゼント希望の方は希望商品番号（１～

４のうち１点）を記入し、①氏名②郵便番号・

住所③電話番号④性別⑤職業⑥年齢⑦趣味⑧この新

聞を手に入れた場所⑨今月号で一番良かった記事⑩そ

の他のご意見・ご感想を官製はがきに明記し、〒１０５‐０００１

東京都港区虎ノ門４‐１‐１ 虎ノ門パストラル内 ＮＰＯ法人

人と道研究会「２２号プレゼント係」宛、３月３１日必着でお送りく

ださい。発表は商品の発送をもってかえさせていただきます。

道の駅文庫

「
人
は
成
熟
す
る
に
つ
れ
て
若
く
な
る
」
と
ヘ
ル
マ
ン
・
ヘ
ッ
セ
は

言
っ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
も
そ
の
よ
う
に
成
熟
し
な
が
ら
、
健
康
で
、
楽
し
く
、
美
味

し
く
暮
ら
し
、
い
つ
ま
で
も
若
々
し
い
気
持
ち
で
人
生
の
道
を
歩
い
て

い
き
た
い
も
の
で
す
。

道
の
駅
文
庫
は
、
そ
の
よ
う
な
視
点
か
ら
、
太
陽
や
風
を
感
じ
ら
れ

る
す
ぐ
れ
た
図
書
を
選
定
し
、
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

★
タ
テ
の
鍵

▼応募方法

「自給再考 グロー

バリゼーションの次

は何か」

（山崎農業研究所編

農文協）

定価本体１５００円＋税

Ｇ

●クロスワードパズルの答Ａ～●を記入し、①氏名②郵便番号・

住所③電話番号④性別⑤職業⑥年齢⑦趣味⑧この新聞を手に入れ

た場所⑨今月号で一番良かった記事⑩その他のご意見・ご感想を

官製はがきに明記し、〒１０５‐０００１ 東京都港区虎ノ門４‐１‐１虎

ノ門パストラル内 ＮＰＯ法人 人と道研究会「２２号クロスワー

ド係」宛、３月３１日必着でお送りください。パズルの正解者には

抽選で３０名様に記念品をプレゼントします。

５

２１

と

問題制作・ゼロページ http://zeropage.jp

Ｄ

ん

４

１３

２５

２７

人
は
食
べ
物
無
し
に
生
き
ら
れ
な
い
。
食
べ
物
は
命
と
暮
ら
し
の
根
本

だ
か
ら
、
食
の
文
字
は
人
に
良
い
と
綴
る
。
今
日
、
そ
れ
が
疑
わ
し
い
。

経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
で
人
々
の
命
と
暮
ら
し
も
市
場
化
し
つ
つ
あ
り
、

食
べ
物
は
利
益
追
求
の
単
な
る
モ
ノ
に
な
っ
て
い
る
。
不
二
家
、
ミ
ー
ト

ホ
ー
プ
、
白
い
恋
人
、
赤
福
、
船
場
吉
兆
、
生
協
餃
子
…
。
飽
食
の
影
で

食
の
崩
壊
が
進
行
し
て
い
る
。
自
給
率
わ
ず
か
４
割
弱
。
安
け
れ
ば
良
い

と
い
う
思
想
が
食
べ
物
を
輸
入
に
依
存
さ
せ
、
国
内
農
業
は
縮
小
、
衰
退

し
続
け
る
。
非
効
率
の
小
さ
な
生
業
的
農
家
は
、
農
政
か
ら
排
除
さ
れ
て

い
る
。
人
に
良
い
本
当
の
食
べ
物
自
給
の
担
い
手
は
、
実
は
こ
う
し
た
小

さ
な
生
業
的
農
家
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

本
書
は
、
こ
う
し
た
食
と
農
の
崩
壊
の
も
と
、
自
給
の
意
味
を
問
い
直

し
て
い
る
。
編
者
は
、
そ
の
意
図
は
次
の
３
点
あ
る
と
い
う
。
第
１
、
マ

ス
コ
ミ
中
心
に
語
ら
れ
る
「
食
料
危
機
」
論
に
欠
け
て
い
る
も
の
、
そ
し

て
、
危
機
の
核
心
は
何
か
。
第
２
、
産
業
と
し
て
の
「
農
業
」
は
暮
ら
し

と
し
て
の
「
農
」
に
支
え
ら
れ
て
お
り
、
「
自
給
率
」
を
論
じ
る
前
に
「
自

給
」
本
来
の
意
味
を
捉
え
る
必
要
は
な
い
か
。
第
３
、
自
給
を
見
直
し
育

て
る
取
り
組
み
が
各
地
で
始
ま
っ
て
い
る
中
で
学
ぶ
も
の
は
何
か
…
だ
。

こ
の
３
点
に
文
末
の
１０
人
の
論
者
が
応
答
す
る
。
諸
氏
の
論
及
は
自
給

を
過
去
の
概
念
と
し
て
で
な
く
、
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
へ
の
対
抗
軸

と
し
、
未
来
の
希
望
と
し
て
、
見
直
し
て
い
る
点
で
共
通
す
る
。
新
自
由

主
義
と
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
は
破
綻
の
様
相
を
呈
し
、
失
業
が
広
が

り
派
遣
労
働
者
、
非
正
規
社
員
の
リ
ス
ト
ラ
が
蔓
延
。
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー

シ
ョ
ン
に
乗
ろ
う
と
し
た
政
策
が
行
き
詰
ま
り
を
見
せ
る
今
、
自
給
可
能

な
生
業
的
農
業
、
暮
ら
し
と
し
て
の
農
を
市
民
レ
ベ
ル
で
支
え
て
い
く
こ

と
が
必
要
で
は
な
い
か
。

（
花
信
風
子
）

西
川
潤
∥
世
界
の
「
食
料
危
機
」
▽
関
曠
野
∥
貿
易
の
論
理

自
給
の
論

理
▽
吉
田
太
郎
∥
ポ
ス
ト
石
油
時
代
の
食
料
自
給
を
考
え
る
▽
中
島
紀
一

∥
自
然
と
結
は
原
理
主
義
で
あ
り
た
い
▽
結
城
登
美
雄
∥
自
給
す
る
家
族

・
農
家
・
村
は
問
う
▽
栗
田
和
則
∥
自
創
自
給
の
山
里
か
ら
▽
塩
見
直
紀

∥
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
と
し
て
の
自
給
▽
山
本
和
子
∥
食
べ
方
が
変
わ
れ
ば

自
給
も
変
わ
る
▽
小
泉
浩
郎
∥
論
（
循
環
）の
再
生
と
和
（
信
頼
）
の
回
復

Ｃ

ぜ
□ー

■

７

１６

２０

２４

ナ

れ

□ー

ぷ

１０

１５

■コ

３

９

１９

Ｆ

１２

１８

④
民
宿「
旅
の
宿
」

宿
泊
券
を
１
組
に

Ａ

③「
新
版

日
本
の
橋‐

鉄
・
鋼

橋
の
あ
ゆ
み
｜
」を
１０
名
に

２

６

１１

２２

２６

Ｂ

１４

Ｅ

１

８

１７

２３

▶
応
募
方
法

２１号の正解は

「テンソンコウリン」でした

★ヨコの鍵

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド

人
と
道
パ
ズ
ル
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